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アンケート期間　2006.11.1〜12.22

有効回答数　773件�
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内訳

年代別

賛成

反対

わからない

total

賛成

反対

わからない

80以上

2

0

0

2

100.0%

0.0%

0.0%

70代

16

4

1

21

76.2%

19.0%

4.8%

60代

56

6

2

64

87.5%

9.4%

3.1%

50代

165

22

6

193

85.5%

11.4%

3.1%

40代

225

32

24

281

80.1%

11.4%

8.5%

30代

151

11

13

175

86.3%

6.3%

7.4%

20代

32

2

2

36

88.9%

5.6%

5.6%

不明

1

0

0

1

100.0%

0.0%

0.0%

所属別

賛成

反対

わからない

total

賛成

反対

わからない

教育･研究機関�

91

12

7

110

82.7%

10.9%

6.4%

企業

514

54

40

608

84.5%

8.9%

6.6%

官公庁・団体
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8
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コメント

全体として賛成多数である。（約84%)

年代別では、70代に反対割合が高く、30代,20代では逆に割合低い。�

所属別では、教育研究機関＆企業の反対割合は10%前後(企業がやや低い）

官公庁、その他、無所属は高い。


1.合本化に関する会員意見(全ﾘｽﾄ)

【合本化に賛成】
教育･研究機関/教育･研究(60代)｢ふぇらむ｣は非常に有効な情報として､常に読んでいる｡
教育･研究機関/教育･研究(60代)鉄と鋼(和文論文誌)を重視する立場｡その存続策としてやむを得ない｡読者数の向上にもつながる｡
教育･研究機関/教育･研究(60代)鉄鋼についても学術情報がｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ化した今日､和文誌への投稿が減るのは止むを得ない｡合本化を支持する｡
教育･研究機関/教育･研究(60代)鉄と鋼への投稿が少なくなっている現状では､やむを得ないと思います｡ただ､今後のことも考えると､ISIJ Int.からの転載につき､もっとｲﾝｾﾝﾃｨﾌﾞを付けるべきです｡そのような努力をこれまでしてきたといえるでしょうか｡
教育･研究機関/教育･研究(60代)昔に戻り良いと思う｡
教育･研究機関/教育･研究(60代) 資金的に苦しいのなら､致し方ないと思います｡出来れば別々の方が良いと思います｡
教育･研究機関/教育･研究(50代)発行経費に余裕がある場合でも､長期的に考えて､無理のない発行持続を希望します｡
教育･研究機関/教育･研究(50代)論文も一般読者の目に触れるため､認知度は向上する｡ただし､論文の外観上の地位が低下するような印象を受けることは避けてほしい｡
教育･研究機関/教育･研究(50代)合本した場合の｢名称をどのようにするか｣について検討状況を参考資料として開示いただいた上でｱﾝｹｰﾄ頂きたかった｡
教育･研究機関/教育･研究(50代)研究者が論文として投稿する場が必要である｡
教育･研究機関/教育･研究(40代)2冊あるのはわずらわしい｡以前のように論文集が会費のみで手に入るのが望ましい
教育･研究機関/教育･研究(40代)合本した場合､｢鉄と鋼｣という歴史の有る名前を残し､会員情報誌兼和文技術報告･論文誌とするべきである｡｢ふぇらむ｣のﾊﾞﾌﾞﾘｰな色彩は､今の時代に必要ですか?
教育･研究機関/教育･研究(40代)趣旨に賛成します
教育･研究機関/教育･研究(40代)｢ふぇらむ｣読者の金銭的負担が増えないならば
教育･研究機関/教育･研究(40代)論文の読者が増え､論文投稿に対する意識も向上すると考えられるため､賛成する｡実際､私の所属する別の学会(ｼｽﾃﾑ制御情報学会)では､会誌と論文誌が合本となっており､論文に目を通すのが容易であり､大変便利である｡
教育･研究機関/教育･研究(40代)年会費に含まれる形で,論文を読むことができるので好都合.
教育･研究機関/教育･研究(30代)会報委員会と論文誌編集委員会の合同WGのご意見のとおりかと存じます｡これまでもふぇらむ､鉄と鋼の両誌を購読してまいりましたので､取り扱いの簡便さなどを考えましても､合本化には賛成です｡
教育･研究機関/教育･研究(30代)私のように｢鉄と鋼｣を購読していないものにとっては､和文論文にも目を通すことができます｡
教育･研究機関/教育･研究(30代)合本誌が無料配布なら大変望ましい｡
教育･研究機関/教育･研究(30代)鉄鋼材料に関する研究を行い始めたところですが､鉄と鋼を購読する機会がなく私たちのｷｬﾝﾊﾟｽの図書館には雑誌もありません｡できれば､和文論文誌と会誌が合本していただくと､私たちにも情報が多く入りますので､非常に助かります｡
教育･研究機関/教育･研究(30代)｢ふぇらむ｣に｢鉄と鋼｣が合本化されれば図書館に出向く必要がなくなる上,論文に目を向ける機会が多くなるので歓迎します.
教育･研究機関/教育･研究(30代)合本され,有料化されることであれば反対.
教育･研究機関/教育･研究(30代)鉄と鋼の論文を見ることができる｡
教育･研究機関/教育･研究(30代)いいと思う
教育･研究機関/教育･研究(20代)これまでと同様の査読ﾌﾟﾛｾｽを経て掲載されるのであれば､これまで鉄と鋼が維持してきた高い論文ﾚﾍﾞﾙを維持できると思いますので､ふぇらむと鉄と鋼を各々の編集委員会を通じて編集し､合本化して出版するのは賛成です｡
教育･研究機関/教育･研究(20代)若手にとって"ふぇらむ"は手に取りやすい雑誌であり､"鉄と鋼"よりも読む回数が多い｡無くなるのはもったいないが､"鉄と鋼"と合本するのであれば良いのではないか｡また､投稿論文内容とﾘﾝｸしたﾌｪﾗﾑの内容であれば､論文などに目を通す機会を増やすことができると思われる｡
企業/生産技術･商品技術(60代)既に顧問職に就いているため ｢鉄と鋼｣を別途購入してまで読まなくても済んでいます｡しかし 会費で｢ふぇらむ｣と合本の｢鉄と鋼｣が読めるのなら大歓迎です｡
企業/生産技術･商品技術(60代)｢鉄と鋼｣を見たい時がある｡より深い研究内容､技術内容を見たい時がある｡
企業/企画･経営･行政(60代)元の｢鉄と鋼｣に戻るだけのことと思う｡元来､鉄鋼学会でなく鉄鋼協会であることを考慮すればふぇらむを分離したのが間違いではないでしょうか
企業/生産技術･商品技術(60代)1冊で両方見れるほうが便利
企業/企画･経営･行政(60代)鉄と鋼､ふぇらむの両方を購入すると費用がかかることから､今迄ふぇらむのみを購入していたが､今後もし合本化され無料配布されるのであれば是非読みたいと思う｡硬軟両方の情報が一緒になることでﾊﾞﾗﾝｽがとれるし最新学術情報に触れられるので素晴らしい･･｡
企業/(60代)大分前に､｢鉄と鋼｣の購読はやめたので､最新の学術論文が読めるのは､大変結構です｡会費値上げは出来るだけ避けて欲しい｡
企業/企画･経営･行政(60代)議論の経過の報告を読んでよく納得できました｡
企業/その他(60代)もともと一体であったものをもとに戻すだけ｡分離には反対だった｡ｺｽﾄの面から一体のほうがいいのは自明｡
企業/生産技術･商品技術(60代)もともと分割には無理があったのではないか｡分割をするのに一般会員の意見は聞いたのか｡小生は別の学会の理事をしていた折､同じような問題が起こり､1年間議論した後一本化してうまくいっている｡
企業/その他(60代)論文は､｢現象の解明｣､｢製品の要求機能｣｢要求機能に対する材料の現象｣｢技術の現状ﾚﾍﾞﾙ｣が関連付けられる(1論文で関連つけられなくとも､数件の論文で纏めればそれも良し)ように希望する｡単に､研究成果のみ単独で掲載示すのは賛成しかねる｡
企業/生産技術･商品技術(60代)｢鉄と鋼｣の毎月発行が困難な場合の対応として､提案どおりの対応に賛成します｡
企業/その他(60代)2誌に目をとうす事､検索する事は容易でなかった､1誌となることは歓迎します｡
企業/生産技術･商品技術(60代)[鉄と鋼｣を英文化し｢ISIJintern｣と合本させることも考えられる｡雑誌名は｢ISIJintern and Tetsu to Hagane｣とし鉄と鋼の歴史を継続させる｡
企業/企画･経営･行政(60代)両誌が生き残るためには止むを得ません｡
企業/企業研究(50代)やむなしと考え賛成｡
企業/企業研究(50代)昔は｢鉄と鋼｣を読んでいたが､Trans. ISIJの方が国際的で魅力的になったため｡Stahl und Eisen や Steel Research Internationalに負けないように応援しています｡
企業/企業研究(50代)現状だと｢鉄と鋼｣が手元になく､図書室に行かなければ読めないので､合本になったら論文を読む機会が増えて良いと思います｡ただし､｢ふぇらむ｣と｢鉄と鋼｣の合本の購読料は現在の｢ふぇらむ｣の購読料と同じにして頂ければ有り難いです｡
企業/生産技術･商品技術(50代)合本化は賛成だが､｢ふぇらむ｣と｢鉄と鋼｣に分けた目的が何であったかをよく考慮して､その目的に対して別の対応が可能かどうかを検討して判断すべき｡
企業/生産技術･商品技術(50代)｢鉄と鋼｣の名称は残して欲しい
企業/企業研究(50代)鉄と鋼を別途購入となるとどうしても疎遠がちになり投稿意欲も薄れる｡
企業/企業研究(50代)学会誌の目的は購読料による収入増ではなく､会員へ発表の場を提供する(ということは多くの人が読むのが望ましい)ことであると考えるので､合本は望ましいことだと考える｡
企業/生産技術･商品技術(50代)ふぇらむと分冊になる前の｢鉄と鋼｣で良いと考えております｡
企業/企画･経営･行政(50代)これは以前から考えていた｡しかし大幅な収支の悪化になるとの推測で発言は控えていた｡今回の説明文ではそれ程差異は無いとのこと｡それならば､むしろもっと早くそうすべきであった｡
企業/生産技術･商品技術(50代)･鉄鋼に関する追い上げて国(中国･韓国･ｲﾝﾄﾞ等)の研究者へ知的財産権含めた配慮｡･講演大会の内容は(特にﾉｳﾊｳ報告)海外研究者にとってﾌﾘ-な先端技術習得場となっている｡･衰退した欧米､特に米国鉄鋼業の専門誌はどのような議論がされ､形態を維持しているのか調査してみるとか(実施 済みかな)
企業/企業研究(50代)分冊になって読まなくなったため
企業/生産技術･商品技術(50代)以前は分かれていなかった｡元に戻るだけであろう｡
企業/企画･経営･行政(50代)ふぇらむは､鉄鋼協会に加入するためにやむをえず､購入しているが､読んだことはない｡逆に､鉄と鋼は重要で､必要な論文を読んでいるし､講演大会のものは購入している｡従って､会員に鉄と鋼が配布されるのはありがたい｡ むしろ､ふぇらむの内容は要らない｡
企業/その他(50代)職種が変わって､仕事上技術に直接ﾀｯﾁすることが無くなってしまったため､個人購読をしていません｡自然と図書館等でも手にしていませんが､ﾌｪﾗﾑは読んでおり､合本化すれば最新の技術論文にも触れるﾁｬﾝｽができると思います｡
企業/その他(50代)生産や研究開発に直接係る部署ではないが､｢ふぇらむ｣の記事は興味深く見ています｡
企業/生産技術･商品技術(50代)ﾌｪﾗﾑを鉄と鋼から分けて分冊化した目的と意図が理解できなかった｡本来の姿に立ち戻る意味で大いに賛成です｡
企業/企業研究(50代)多少会費が高くなっても,昔の｢鉄と鋼｣に戻すべき｡
企業/その他(50代)ふぇらむよりも鉄と鋼の記事を読みたいが､費用面から我慢していた｡ぜひ合本してほしい｡一般啓蒙記事と最先端の研究が読めることは非常に有益です｡
企業/企業研究(50代)そもそも､分冊にする意味はないのでは｡
企業/企業研究(50代)広く日本人の会員に､無料で日本語の最新の論文を発信するのは鉄鋼協会の使命｡
企業/企画･経営･行政(50代)もともと合本であったところ､なぜ分ける必要があったのかよくわからない｡機会学会ほどの大学会ではないのだから､無理があったのでは｡金属学会の状況はどうでしょうか｡投稿論文数が少ないのは､ｼﾞｬﾝﾙが狭いからで､もっと間口を広げた活動をすべきでしょう｡塑性加工学会でも会報と会誌を分割する議論がなされたことがありますが､記事種別をはっきり分けることで妥協を図りました｡塑性と加工の編集委員会と論文校閲委員会は別で､編集委員会は校閲済の論文の掲載数や順序を､号によって加減します｡
企業/企業研究(50代)現況であれば､仕方が無いと思います
企業/生産技術･商品技術(50代)本来､合本が正しい姿と思いますので､早く実施下さい｡
企業/企業研究(50代)2誌は無理をしているな､と思いました｡
企業/企画･経営･行政(50代)ふぇらむの内容が少なくなってきて毎月刊行しなくてもいいところに近づいてきた｡
企業/生産技術･商品技術(50代)合本により､より広く深く鉄鋼技術に触れらるのは好ましいと考える
企業/生産技術･商品技術(50代)元々の形態にもどるのでは｡
企業/企業研究(50代)ただし,保管場所の問題や持ち運びに重いので,鉄と鋼は,CD-ROMで配布して欲しい｡もしくは,鉄鋼協会のextranetで会員だけ見れるようにして欲しい｡
企業/企業研究(50代)協会の検討結果に賛成です｡
企業/企画･経営･行政(50代)今回趣旨から､やむおえないと考えます｡
企業/企業研究(50代)｢鉄と鋼｣､｢ふぇらむ｣､いずれも貴重な刊行物です｡双方の刊行をﾐﾆﾏﾑｺｽﾄで継続していくためには､やむを得ないことと考えます｡
企業/生産技術･商品技術(50代)論文投稿数の減少は時代の流れと思います｡その流れに沿うように､是正して行かざるを得ないと考えます｡
企業/生産技術･商品技術(40代)10年前､｢鉄と鋼｣の購読を中止した理由は､内容が企業からの投稿減少､企業向きでなくなってきたことによる｡今回の統合はある意味で時代の流れと感ずる｡鉄鋼協会の活動は､｢ふぇらむ｣で十分把握｡
企業/教育･研究(40代)是非合体すべきであると考えます｡分離したために論文を目にする機会が減っていると感じております｡
企業/企画･経営･行政(40代)隔月にしても､本来のｽﾀｲﾙを取り戻すべきと考えます｡(｢鉄と鋼｣の購読率の低下が､投稿数や論文発表大会へのｴﾝﾄﾘｰ数の低下の原因ではないでしょうか)
企業/企画･経営･行政(40代)合本化は会員ｻｰﾋﾞｽ向上につながり賛成｡
企業/企業研究(40代)和文誌が無料で配布されるのであれば､英文誌の購読を希望する人が増えるのでは?
企業/企業研究(40代)多くの情報が無料で配布され､それにともなう年会費の値上げもないので､反対する理由がない｡
企業/企業研究(40代)鉄と鋼 単独で継続させるために論文数を確保するために 論文の質がおちるのは好ましくない｡合本すれば 論文数が少なくても問題ない
企業/企業研究(40代)幅広い読者の確保や会員ｻｰﾋﾞｽの向上に対しては有効であると考える｡
企業/企画･経営･行政(40代)最新論文情報も加わり､会員ｻｰﾋﾞｽの向上が図れる｡
企業/その他(40代)B5版時代の姿に戻るのが宜しいかと｡
企業/生産技術･商品技術(40代)論文の購読機会が増える｡(ふぇらむが出来てから､論文の購読機会が減った｡)
企業/企業研究(40代)ふぇらむには､分割して発行するほどの意味は感じない｡本来､鉄と鋼を読みたいが､有料なので我慢していた｡合本化は歓迎｡
企業/生産技術･商品技術(40代)1冊で両方の内容､情報が得られる｡
企業/その他(40代)会報が論文で充実するのは良いが､会費に購読費が加算されるのはうれしくない｡
企業/生産技術･商品技術(40代)私個人はそうでもないが､企業の生産現場に近いところほど､ふぇらむの存在意義に疑問をもっている感じであるので､合本化により幅広い読者に対して対応出来るようになるのではないか｡ただ､単に以前に戻るのではないこと強調すべきだと思う｡
企業/企業研究(40代)現状を見ると､ｱﾝｹｰﾄの趣旨にあるとおりだと思います｡
企業/企業研究(40代) ｢鉄と鋼｣も定期購読したいと思っていたので､幸いである｡
企業/生産技術･商品技術(40代)郵送費用軽減のために実施すべき｡
企業/企画･経営･行政(40代)発行部数を減らして､会費を低減していただければ､幸いです｡
企業/企業研究(40代)やむなし｡
企業/企業研究(40代)会員に論文誌が配布されないのは言語道断という気がする｡配布されなければ､見る機会が減るので投稿意欲も減る｡
企業/生産技術･商品技術(40代)ただし､合本化による有料化については反対です｡年会費以上の出費は避けたいので｡
企業/生産技術･商品技術(40代)最新論文を読む機会が増えることにﾒﾘｯﾄを感じます｡ただし､論文掲載件数を一旦は減らさなければ､合本化しても意味はないと思います｡また合本化により会員費UPするならば､反対です｡
企業/生産技術･商品技術(40代)発表論文についてはより厳選していく部分と投稿し易い形態も考えておいたほうがよいと思う｡
企業/企業研究(40代)もともと論文誌が会誌と一緒になって鉄と鋼として発行されていた当時の方が読者にとって有益であり､裾野の広がりが大きかったと思う｡
企業/生産技術･商品技術(40代)無料配布継続であるのなら賛成｡
企業/企業研究(40代)(和文誌だけでも)論文誌が追加料金なしで入手できるのはうれしい｡
企業/生産技術･商品技術(40代)協会運営資産の健全確保のための合理化は推し進めるべし｡
企業/企業研究(40代) 特定ﾆｰｽﾞのための開発が増えているので､学会も複数(ﾆｰｽﾞ側とｼｰｽﾞ側etc)に所属せざるを得なくなってきます｡学会の会費は会社が負担しないので､現状のまま手許で論文も読めればありがたいです｡
企業/企業研究(40代)会員が欲しいものは､得られる情報もあるが､自身の影響力もある｡ふぇらむに合本することで､投稿した論文の影響力が高まるものと思える｡いずれにせよIFが低い論文誌は､投稿数が減るので､Quality Factorを高め､細々とでも影響力がより大きくなる戦術で継承していくのが良い｡合本化するよりPDF化して､より多くの会員に気楽にﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞしてもらうほうが良いかもしれない｡協会側の収益議論で考えるのではなく､会員が本当に欲しいものは実は何であったかを､本質的に把握して､今後を検討するのが良いと思う｡
企業/企業研究(40代)会費負担が増えない方向なら賛成,会費負担が増えるのであれば反対
企業/企業研究(40代) 内容が貧弱な論文誌は読まれなくなります｡鉄と鋼の魅力というかﾚﾍﾞﾙが落ちているのだと思います｡ふぇらむは内容も充実しておりますので合本化された雑誌は魅力あるものになります｡会員も一般論文に目を通す機会が増えて関心を持つようになると思います｡できればISIJ INT.のabstractも掲載してはどうでしょうか｡
企業/生産技術･商品技術(40代)例えば論文20篇集まる毎に発行するなど､毎月発行でなくとも不定期発行で良いのではないか｡
企業/その他(40代)鉄と鋼も読みたいが､別に購読費の支払いということで､未購読で読めない｡一緒になり年会費で購読できると大変ありがたい｡
企業/企業研究(40代)過去は鉄と鋼が個人でもらえたが､ﾌｪﾗﾑに変更されている｡ﾌｪﾗﾑ記事もまったく読まないではないが､できれば鉄と鋼掲載の論文も同時に読めるとありがたい｡
企業/その他(40代)多数の会員の目に触れる機会が増える
企業/生産技術･商品技術(40代)ふぇらむを毎月発行している事に疑問を感じる｡告知はﾒｰﾙ･ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞで行えば良く､特集記事は興味が湧くものが少ない､たまに興味深い木々が有るが､それは鉄と鋼の合本版に掲載すれば良い｡
企業/生産技術･商品技術(40代)但し､解説的な論文は解り易く勉強になる｡ﾌｪﾗﾑのﾎﾞﾘｭ-ﾑが下がらないよう､お願いしたいです｡
企業/生産技術･商品技術(40代)ただし､会費が値上がりしない条件で賛成｡会費が上がる場合は反対
企業/企業研究(40代)足元の趨勢では合本も致し方ないと思います｡
企業/企業研究(40代)合本化ではなく､一体化してすべき｡
企業/その他(40代)会費が変わらないのなら､賛成｡会費が上がるのなら､反対｡
企業/生産技術･商品技術(40代)ご提案の趣旨を理解致します｡
企業/生産技術･商品技術(40代)現在｢ふぇらむ｣のみ購読しており､合本化によりｻｰﾋﾞｽを享受できる｡
企業/企業研究(40代)合理化は世の中の流れかましれません･･･｡ 何処も厳しい･･･｡
企業/企業研究(40代)1冊中の情報量が格段に増大すると考えられ､合本化を進めて頂きたく希望する｡
企業/生産技術･商品技術(30代)最初から合本すれば良かったと思う｡
企業/企業研究(30代)やむをえないのではないでしょうか｡
企業/生産技術･商品技術(30代)鉄と鋼の単独存続は現実的にも難しいでしょう｡月間の論文集という歴史的な役割についても終わりが近いと思う｡廃刊という選択肢も現実味があると思います｡
企業/企業研究(30代)このままでは｢鉄と鋼｣は誰も購入しないし､よほど英語が苦手でない限り投稿もしない｡合本により現状の｢鉄と鋼｣より部数が増えれば､投稿する意味合いもでてくる｡
企業/企業研究(30代)元々一緒だったので合本化で良いと思う｡
企業/生産技術･商品技術(30代)従来と同じ年会費で論文誌も読めるようになるため､賛成｡
企業/生産技術･商品技術(30代)1回/年くらいで｢鉄と鋼｣のような内容で特集を組んだ雑誌の発刊をしては
企業/企業研究(30代)合本化された状態として塑性加工学会誌を例にあげると､情報提供･収集の場として何ら不満は無いので､合本化には反対しません｡
企業/企業研究(30代)購読料が無料(年会費のみの負担)のままであれば賛成｡
企業/企業研究(30代)ふぇらむの作成にご尽力いただき､読みものとして充実している現状には満足していますが､やはり論文誌が本質であり､今後は論文誌を補う各種情報という位置づけで十分ではないかと思います｡
企業/企業研究(30代)どちらも冊子そのものが薄いので､合本した方が合理的な気がします｡
企業/企業研究(30代)単独で存在し得ないのは残念ですが､残すためには必要と思います｡日本が欧米に追いついたのは､日本語という完璧な一方通行のﾌｨﾙﾀｰがあったことも大きな理由と思うので(海外の研究者の論文は読めるが､海外の研究者は日本語を読める方が少ない)､今までの鉄鋼業の基礎を作ってきた鉄と鋼を､日本人として大切にしたいと思います｡最近､1件投稿しました｡
企業/企業研究(30代)技術論文が会費内にて購読可能となるから｡単純な答えです｡
企業/企業研究(30代)かつての｢鉄と鋼｣で｢ふぇらむ｣｢鉄と鋼｣｢材料とﾌﾟﾛｾｽ｣の内容を一誌で賄っていたところを三分冊してきた｡学会予稿集はともかく｢ふぇらむ｣と｢鉄と鋼｣の差異はもともと曖昧であったところに､｢ふぇらむ｣の解説記事増大など差別化は困難になっていると思われ､(再)合本は妥当と思われる｡
企業/生産技術･商品技術(30代)合本化自体はいいことだと思うが､それにより機関紙代等による会費増は避けるべきである｡
企業/生産技術･商品技術(30代)合本化をﾏｲﾅｽと考えず､合本化がﾌﾟﾗｽとなるよう編集される方々には期待したい｡
企業/生産技術･商品技術(30代)ふぇらむ巻頭の｢Techno Scope｣,｢鉄の点景｣を合本化後も継続してください.結構,楽しみにしていますので...
企業/生産技術･商品技術(30代)無料配布はありがたい｡
企業/企業研究(30代)会費の(実質的な)維持を希望
企業/企業研究(30代)これまで費用の面から鉄と鋼を個人購読していなかったが､合本化されれば購読しやすくなり､また､会員数の増加も期待できると思う｡
企業/企業研究(30代)保存しておきたい論文が｢ふぇらむ｣と｢鉄と鋼｣にある時は､1誌にまとまっていた方がありがたい｡
企業/生産技術･商品技術(30代)それぞれのｺﾝﾃﾝﾂは必要だが､別々に存在している必要はなく､一緒でも支障はないと思う｡
企業/生産技術･商品技術(30代)合本化により､たくさんの人に読まれると存在価値が上がるので､よいと思います｡また､会費が上がらなければ､なお良いです｡
企業/企業研究(30代)いままで学会誌に論文が載っていない点が不満だった｡合本化は大いに歓迎する｡
企業/企業研究(30代)投稿した論文に対して読者が増えるのはいいことだと思います｡
企業/教育･研究(30代)入門ﾚﾍﾞﾙの人材を中堅ﾚﾍﾞﾙにまで引き上げるには､多用な記事が掲載されて然るべきであり､合本化が望ましいと考える｡
企業/生産技術･商品技術(30代)合本した場合､購読料の扱いはどうするのか?
企業/企業研究(30代)論文誌｢鉄と鋼｣の月刊を維持することは､大きな意味を持っていると思う｡また､合本化によって､より多くの人の目に触れることになるのは良いことだ｡
企業/生産技術･商品技術(30代)論文も読めるので良いと思います.
企業/生産技術･商品技術(30代)鉄と鋼は特に興味がある内容があれば､是非読んでみたいと思っていました｡ところが購入は余り興味のない内容が多数の場合でも､定期購読という形態であり､もったいない感じがありましたので､今回の案は非常にうれしい｡
企業/企業研究(20代)学会の収支にﾀﾞﾒｰｼﾞ無ければ､｢鉄と鋼の無料化｣歓迎します｡個人では､読みたくてもなかなか購読まで手が出ない｡鉄と鋼の無料化によって､ﾈｯﾄ公開分もﾌﾘｰ(最新巻も掲載)になるのか?ﾈｯﾄ上での学会誌発刊(ﾌﾘｰ)という海外の例もあるが､学会員になる意義も薄れてしまうため､検討されたい｡基本的には､合本化案は適切と考えます｡
企業/生産技術･商品技術(20代)｢鉄と鋼｣を個人購読していないが,社内で回覧している｡時間があるときに読みたいと感じているが,就業時間中に回覧物を査読するのは困難であるのが現状｡また,論文の大半が自分の分野(分析分野)と関係が薄いため,特に若い世代では個人購入までして読むというのは時間的,金銭的負担が大きかった｡もし無料化していただけるならば,自宅などで時間のある時に熟読する機会も増すと思う｡そして,自己中心的かもしれないが,論文の認知度も向上するﾒﾘｯﾄも考えられる｡
企業/企業研究(20代)単独刊行が難しいのならやむを得ない
企業/企業研究(20代)賛成ではあるが､年会費･購読料がどうなるのかが気になる｡｢鉄と鋼｣が今まで有料であった分､合本化することで年会費の増額をしなければいけないのではないか?それとも無料であった｢ふぇらむ｣を有料化するのか?
企業/生産技術･商品技術(20代)両誌の内容がそのまま維持できていること｡
官公庁･団体/(70代)本当に無料でよいのか?
官公庁･団体/企画･経営･行政(40代)合本化により､幅広い読者ﾆｰｽﾞに応えられる魅力ある雑誌となることを期待する｡鉄と鋼が会員全員に行き渡る意義は大きい｡
その他/無職(80代以上)昭和年代の｢鉄と鋼｣を参考にする｡
その他/その他(60代)鉄鋼各社の技術経営陣へのｱﾋﾟｰﾙが時々必要(通常､役員は2年で交代する)｡また､鉄鋼企業出身の(社)日本鉄鋼協会役員より就任時一斉に各社内への指示を出してもらう｡
無所属/無職(70代)合体した場合のｲﾒｰｼﾞが湧いてこないので､明確に賛否の回答が出来ません｡OBの立場で仔細不案内の為､全て御一任いたします｡
無所属/無職(70代)鉄と鋼のような日本語の論文は､社会の変化のため､投稿数は減るのが自然である｡特に､国立大学が法人化され､評価が厳しくなると､日本語での印刷論文は当然､投稿しなくなる｡
無所属/企業研究(70代)もともとひとつの雑誌だったのだから,元に戻すのに異論はありません｡ただし全部読むということは難しいです｡
無所属/無職(70代)合本化は対症療法ですが､投稿論文が更に減少するのではないかと心配します｡
無所属/無職(70代)合本の形態(案)で賛成､永年会員も含むと理解
無所属/無職(60代)ふぇらむの記事は確かに鉄と関連する周辺技術も含んでいますが､鉄を専門にしてきた人間にとって距離を感じ親しみが持てなかった｡鉄と鋼の本来の専門を合体した編集に賛成します｡
【合本化に反対】

教育･研究機関/教育･研究(60代)合本すれば､｢ふぇらむ｣を値上げすることになるので､会費の値上げが必至と思われるから｡
教育･研究機関/教育･研究(50代)鉄と鋼は金属学会誌と合併を望みます｡
教育･研究機関/教育･研究(40代)会報｢ふぇらむ｣と論文誌｢鉄と鋼｣では,読者も内容も異なる.合本した場合,郵送費や印刷費の支出が増えるのに対し,読者は含まれる多くの論文を必要としないから会員ｻｰﾋﾞｽにはならない.
教育･研究機関/教育･研究(40代)事情は理解できないことはありませんが,会報と論文誌は出版物として性格が異なるので,これらをまとめるのは適切でないと考えます.
教育･研究機関/教育･研究(30代)合本化されることにより､論文誌という印象が薄れる｡
企業/企画･経営･行政(50代)定期的に｢鉄と鋼｣を読んでいない者としては(必要時に図書で文献検索して読む)､合本による冊子が厚なることが､通勤時に読む手ごろさを損なわれる｡
企業/その他(50代)どちらでも良い､正直な所よくわからないというのが現在の状況です｡1)合本化されて､ﾌｪﾗﾑの重量が増える事に反対です｡但し､鉄と鋼の購読料が不要になる事には異存はありません｡2)現在はﾌｪﾗﾑと､論文誌(鉄と鋼)が分離されているので､ﾌｪﾗﾑの重量が軽く､毎月手軽に見る(参照)する上で､非常に重宝しています｡しかし合本化されると毎月のﾌｪﾗﾑの重量が重たくなって､見るのが嫌になると思います｡少なくとも私の素直な感想です｡*読まない記事は付けないでください｡3)論文誌の鉄と鋼を購入していますが､殆どは目次を見る程度で､内容まで詳しく見る論文は少ないです｡鉄鋼分野の研究者の論文発表の機会の場の維持に少しでも協力できればという意識が､論文誌を購入する目的の半分です｡4)その様な意識ﾚﾍﾞﾙですので､できれば､鉄と鋼は合本化せず､隔月発刊にしていただけませんか?論文は論文誌だけの方が､論文誌を製本して長期に保管する､参考文献を探す点からは､便利ではないかとも思います｡ あまり本質でない意見で申し訳ありません｡
企業/教育･研究(50代)｢ふぇらむ｣と｢鉄と鋼｣の合体は､雑誌と論文の合体であって､性格上相容れない｡｢鉄と鋼｣は寧ろ､ISIJ Int.に吸収するか､和文､あるいは英文混合とするほうが､論文誌として相応しいと思います｡
企業/企画･経営･行政(50代)｢ふぇらむ｣と論文集である｢鉄と鋼｣とでは性格が異なる｡｢ふぇらむ｣は読後処分できるが､｢鉄と鋼｣は長期保管を行う｡その場合､合本となるとｽﾍﾟｰｽが必要になる｡特に､論文の比率がへるならなおさらである｡論文数が少ないのなら次項のように隔月or季刊とすべき｡不定期は不可｡
企業/企業研究(50代)論文誌と情報誌の区分はあった方が良い｡なぜなら､合本化すると､これまで以上に論文誌の価値が低下してしまう｡その結果として､さらに､論文が集まらない等の弊害が発生することが懸念される｡鉄と鋼は論文ではない､あるいは､論文の価値が低いという先生方もいるのも事実であり､隔月でも良いから､独立させた方が望ましい｡
企業/生産技術･商品技術(50代)ふぇらむは､鉄を専門としない人への入門編として利用できる｡鉄と鋼が一緒になると､読むこと事態敬遠される｡
企業/企業研究(50代)ふぁらむの一般記事と鉄と鋼の技術論文が､混載されると論文の価値が低下する心配あり｡
企業/企画･経営･行政(50代)学術誌と情報誌(ふぇらむ)を合本にするのは､機能から言って合理的ではない｡どうしても学術誌を残す必要があるのでしょうか?金属学会にと一体化してはどうでしょうか｡鉄鋼協会には､鉄鋼および関連分野の企業人にとって有益な生産部門､学術部門での研究会､ﾌｫｰﾗﾑなどをの活動を期待します｡鉄と鋼にどうしても投稿したいというﾆｰｽﾞがあるでしょうか｡また､投稿論文に関しても国際性という観点からは､英文のみにしてはどうでしょうか｡速報性が必要ない論文として発刊頻度を下げることも一案かと思います｡
企業/生産技術･商品技術(50代)両者は性格的にかなり違うものであり､それらを合本するのは発行の主旨が不明確になってしまわないか?また､ふぇらむを中心に購読している研究を主たる業務としていない協会員(読者)への負担増加につながらないか?
企業/企業研究(50代)｢ふぇらむ｣と｢鉄と鋼｣は性格が違いすぎる
企業/企業研究(50代)ふぇらむは初心者でも読める気軽さとﾎﾞﾘｭｰﾑの適切さが売り物で､合本化によりそのﾒﾘｯﾄが失われる｡
企業/企業研究(50代)ﾌｫｰｶｽがぼけた内容にならないか心配です.
企業/その他(50代)ふぇらむと鉄と鋼の合本化には賛成しますが､希望者に有料配布する形式にしてほしい｡換言すれば､ふぇらむ自体が不要と考えます｡必要な情報は､HP掲載と電子ﾒｰﾙ配付で十分だと思います｡合本化し､希望者に対してのみ､非定期発行にしたらどうでしょう｡会費はちゃんと支払いますが､学会誌など不要です｡
企業/企画･経営･行政(50代)合体本で厚みが増すことは避けていただきたい｡ふぇらむの価値(専門性にこだわらないが､鉄を扱っているものへの基本知識を補充してくれる)を維持されたら良いと思っています｡
企業/生産技術･商品技術(40代)鉄と鋼の論文は専門以外のものは理解できず､読むのは一部の論文のみのため､毎月送られる必要は感じない｡
企業/生産技術･商品技術(40代)合本化により､会費ｱｯﾌﾟの可能性あり｡会員の減少防止のため､会費ｱｯﾌﾟに繋がる合本化には反対する｡
企業/生産技術･商品技術(40代) 根本的な問題は､｢鉄と鋼｣への投稿が評価されるｽﾃｰﾀｽになかなかならないことと思いますので､合本は根本問題の議論をしてからだと思います｡
企業/教育･研究(40代)分野の異なる論文(自分に興味のない文献)は､ほとんどの人が読まないと思われるため､紙面および資源の無駄である｡ふぇらむは比較的一般記事に近く､他分野でもまだ目を通す気分になる｡
企業/企画･経営･行政(40代)両者の趣旨が異なるため､購読者層も異なるところがあるため､現状のままが良い｡
企業/生産技術･商品技術(40代)｢鉄と鋼｣の論文は専門的であるべきで､｢ふぇらむ｣のｺﾝｾﾌﾟﾄにはなじまない｡
企業/企画･経営･行政(40代)ふぇらむが雑誌として重くなる｡鉄と鋼の論文誌としての価値が落ちる｡
企業/企画･経営･行政(40代)ふぇらむとの合本は､短期的に発行部数の確保､月間発行に必要なﾍﾟｰｼﾞ数確保には効果があっても､根本的な問題の解決には近づいていないと考えます｡
企業/その他(40代)目的が違うものを一緒の雑誌とすることはおかしい｡
企業/生産技術･商品技術(40代)会費が上がるのであれば反対
企業/企業研究(40代)鉄と鋼は,論文誌として隔月発行もしくは季刊誌として年4回の発行ではいけないのでしょうか?会報と論文誌の合本化には,違和感を持ちます｡
企業/企業研究(40代)会費値上げが避けられないのではないか｡
企業/生産技術･商品技術(40代)論文誌は有料にしておかないと､協会が立ち行かなくなるのではないか?
企業/生産技術･商品技術(40代) 紙媒体の両誌の廃止を望む｡会員のみｱｸｾｽできる電子版(ﾈｯﾄ版)が良い｡検索など会員の利便性が向上する｡紙媒体に執着する人々には別途､実費を取って印刷･販売すべき｡
企業/企画･経営･行政(40代)ﾘｽﾄﾗ80で論文誌と会報の異なる性格を分離した｡鉄と鋼の目指したところはQuality Journalであった｡合本にするということはこの意志を失うことではないか?単独発行で頻度を下げるなどをどう評価したか?論文誌としての地位をどう維持するのかが示されていないのは問題であり､俄かには賛成しかねる｡
企業/企業研究(40代)ふぇらむは､読み物であり､鉄と鋼は､学術誌であるため｡分けた方がよいのではないでしょうか･｡
企業/企業研究(40代)ふぇらむは今の内容で楽しめている｡
企業/企業研究(30代)｢鉄と鋼｣の論文誌としてのｽﾃｲﾀｽが低下する｡
企業/企業研究(30代)鉄鋼材料に関する知識･経験の浅い技術者にとって｢ふぇらむ｣は読みやすい冊子ですが､｢鉄と鋼｣には目を通さないと思います(私の経験上)｡合本化されることによって､｢鉄と鋼｣の難しい内容が含まれるようになると読むのが億劫になってしまうのではないか､ということが心配です｡
企業/企業研究(30代)論文投稿したい側からの意見としては､鉄と鋼の在り方は大変有用に思います｡
官公庁･団体/企画･経営･行政(60代)企業技術者ﾚﾍﾞﾙｱｯﾌﾟの手段として､単独和文論文誌が不可欠｡合本すると埋没して緊張感･存在感が失われる｡ふぇらむの記事に引っ張られ論文のﾚﾍﾞﾙも下がる｡
官公庁･団体/生産技術･商品技術(50代)廃棄物が増加する｡
その他/無職(70代)編集にもよりますが､中途半端な内容になる心配がある｡
その他/企業研究(60代)｢ふぇらむ｣が面白くなくなり共倒れになる恐れがある｡
その他/その他(50代)論文誌としての独立が保てないのであれば､｢ふぇらむ｣に吸収されればよい｡
無所属/無職(70代)鉄と鋼とふぇらむを分離したときの議論をもう一度たどった上でよく考えて頂きたい｡安易に元に戻すという意見には反対である｡
無所属/企業研究(70代)ふぇらむは更に充実を図り､鉄と鋼は廃止し､ISIJ Inter.に統合するのが良いと思います｡もうそろそろそういう時期でしょう｡
無所属/無職(60代)｢ﾌｪﾗﾑ｣が読みにくくなることが心配です｡現在でさえあまり興味のない記事(用紙や活字が違っている後半部)は目を通すことがありません｡これから現役を離れる方が増えるでしょうから､そのような方が会員に留まるような方策を考えてください｡
【合本化に対し、わからないと回答】

企業/企業研究(40代)会費据え置きであれば賛成,会費ｱｯﾌﾟであれば反対
企業/生産技術･商品技術(40代)無理に合本しなくともよい｡ふぇらむは情報誌なので毎月発行し､鉄と鋼は季刊化や半年ごとに刊行すればよい｡
企業/教育･研究(40代)鉄と鋼とISIJの合本はないのでしょうか?論文誌とふぇらむは分ける方が良いのでは?
企業/生産技術･商品技術(40代)鉄と鋼をあまり読まないので…負担が軽くなるなら構いませんが…
企業/生産技術･商品技術(40代)｢鉄と鋼｣の論文投稿が少ないということですが,個人的に感じるのですが合本化しても｢ふぇらむ｣には読みたい記事が少ないというのも問題ではないでしょうか?
企業/企業研究(40代)ｺｽﾄ増大､投稿数の減少を食い止めるのが目的と思われますが､ふぇらむは会費のみで頒布｡鉄と鋼は有料｡価格は合本化でどうなるの?費用変わらなければ､一本化が好ましい｡費用変わらないとは思えないが｡
企業/その他(40代)ふぇらむ部分の内容､構成が全く変わらず､且つ､会費変更がないなら賛成します｡
企業/企業研究(30代)ただし､合併により鉄と鋼の掲載論文が少なくなるようであれば反対｡
企業/企業研究(30代)合本化については反対では無いが､個人的には特に積極的に賛成する理由もない｡現状維持が難しいのであれば合本化してもよいと思う｡
官公庁･団体/教育･研究(60代)研究論文は必要なものを探して読むだけなので毎月配布される必要はない｡私にとっては｢ふぇらむ｣だけ配布して頂ければ充分である｡しかし両誌の分離発行が協会の負担になるなら合本化もやむを得ないかと思う｡一方､合本化によって｢鉄と鋼｣を｢ふぇらむ｣と同じ部数発行するのは協会の負担増になるのではないかとの懸念もある｡長期的に考えるとむしろ｢金属学会誌｣と｢鉄と鋼｣の合併を考えた方が良いように思う｡
2.投稿数向上対策
①毎月発行(現状のまま) ＜合本には反対､しかし｢鉄と鋼｣毎月発行維持を選択した方に求めた意見＞

(注:質問への回答になっていないものを含みますが、全てを記載)

教育･研究機関/教育･研究(30代)どちらでも良い
企業/企画･経営･行政(50代)廃刊には､絶対反対!
企業/企業研究(50代)8に記載
その他/その他(60代)書名は｢鉄は鋼｣を残す
教育･研究機関/教育･研究(50代)ふぇらむはもっと経費を抑えるべきでしょう｡
教育･研究機関/教育･研究(50代)PDF化して,電子出版のみ｡題目,著者,要旨などを会員全員にﾒｲﾙで配信｡
教育･研究機関/教育･研究(40代)｢日本金属学会誌｣と共同刊行する.または｢鉄と鋼｣はWeb上(J-Stageでもよい)でのみ公開する.
教育･研究機関/教育･研究(40代)速報性が損なわれますが,止むを得ないと思います.
企業/教育･研究(50代)上記意見｡だめなら､隔月発行｡
企業/企業研究(50代)｢鉄と鋼｣とISIJ Internationalを一本化してはどうでしょう｡ 英文誌のみでも良いかもしれません｡
企業/その他(50代)上記5項の追加意見を参照ください｡
企業/企画･経営･行政(40代)英文誌との合本｡言語国境の壁をとりはらっての論文誌を提供する｡頻度は毎月でも隔月でも｡
企業/生産技術･商品技術(40代)希望者のみ､有償で購読とする
企業/企業研究(40代)電子ｼﾞｬｰﾅﾙ化し印刷物は廃刊とする または ISIJ-INTに一本化
企業/企業研究(40代)日本金属学会誌との合併
官公庁･団体/生産技術･商品技術(50代)電子ｼﾞｬｰﾅﾙ化
無所属/無職(70代)論文誌は言語では無く内容が問題なのだから､ISIJ Internationalと統合すべきである｡
企業/企業研究(40代)薄くてもよいので､毎月発行が望ましい｡
企業/生産技術･商品技術(40代)どういう形態が良いのか判断し難い
企業/生産技術･商品技術(30代)わかりません
官公庁･団体/教育･研究(60代)日本金属学会誌との合併
④投稿数向上対策　その他
教育･研究機関/教育･研究(60代) 企業からの投稿が少ないように思われますので､大学を含めた中立機関から以上に投稿をされることを望みますが｡また､出来れば春､秋の講演発表者らに積極的に投稿されるよう働くべきでしょう｡
教育･研究機関/教育･研究(50代)ISIJ Int.に投稿する日本人には邦訳を鉄と鋼に掲載してもらうことを勧める｡
教育･研究機関/教育･研究(50代)現行の｢論文｣､｢技術報告｣､｢寄書｣といったｼﾞｬﾝﾙ分けを廃止し､｢論文｣としての規定を緩和することにより､従来の｢技術報告｣に属する投稿を奨励する(特に企業)｡
教育･研究機関/教育･研究(30代)総説やある特定の研究分野における特集を組んでいく｡
教育･研究機関/教育･研究(30代)大学に協力を求める
企業/企画･経営･行政(60代)以前のStahl und Eisenのように投稿料を出す｡鉄鋼新聞に小さな著者紹介の欄を設け､ここに顔写真付きで紹介する｡
企業/その他(60代)ﾒｰｶの立場では投稿遠慮するところがあった､ﾒｰｶからの投稿も容易になれば?
企業/企画･経営･行政(50代)鉄と鋼が会員全員に配布されていた時代には､読む人が多かったので､投稿する意味があった｡ところが､ふぇらむが創刊され､鉄と鋼が別料金となり､読む人が減った以上､投稿の意味がなくなった｡今後､合本になった後は､読む人も増え､投稿も増えると思います｡そもそも､鉄鋼協会が学会誌の発行をやめたら､なんのための団体かと思う｡ 本末転倒だ｡
企業/企業研究(50代)鉄鋼材料分野の論文投稿が多いですが､機械分野､計測分野､化学分野等の投稿を促進するよう､ﾌｫｰﾗﾑ､分科会等の企業､大学委員に働きかけてはいかがでしょうか｡各工学部会やﾌｫｰﾗﾑﾒﾝﾊﾞｰからの論文投稿数を一ﾗﾝｸ上の全体会議で報告させるなど､競争心を煽る方法もあるのではないでしょうか｡
企業/企業研究(50代)春秋の講演大会からの投稿勧誘､各種部会報告あったものの投稿勧誘(この場合､論文でなくても技術報告でも可｡技術報告ならある程度､査読は緩くすべき｡意味のある範囲内のIndex表示もOKか?)
企業/生産技術･商品技術(50代)鉄鋼業に従事する研究者や工場技術者の研究成果を発表する土俵としては､｢鉄と鋼｣は極めて重要な地位にあると思います｡自分の過去を振り返っても､ここから学ぶ事が非常に多かったと感謝しています｡
企業/企業研究(50代)これまでも実施されていますが､特集号の企画､Reviewや解説記事の募集を増やすことが必要と思います
企業/企業研究(50代)鉄鋼協会は,査読も速やかであり,投稿環境は他の学会に比べて,良いと思われる｡投稿が少ないのは,鉄鋼協会側の問題よりは,企業側,大学側の姿勢の問題｡抜本的な対策が必要｡
企業/生産技術･商品技術(40代)企業からの投稿数を上げるための施策が急務｡
企業/生産技術･商品技術(40代)技術報告のようなものが増やせる環境を作れないか｡人が減っており､書く時間を確保するのが難しいということもあり､論文まではいかないがというものの掲載が出来ないだろうか｡ただ､どのﾚﾍﾞﾙの物まで掲載するかの基準作りが難しいか｡知財の話しから､技術報告も難しいかもしれない｡公開としている部会の自由議題は表彰制度をとっているので､これを掲載するのはどうか? 英文化しISIJint.へ掲載している事例はあるが､駄目か?
企業/生産技術･商品技術(40代)投稿のないよう充実する部分(学術論文の中身を向上) と学術論文以外の 投稿しやすい形態を考えて､鉄鋼にまつわる課題の共有化
企業/企画･経営･行政(40代)対策委員を強化して,投稿の勧誘･推薦などを積極的に行っていく.鉄鋼ﾒｰｶｰのみならず,鉄鋼ﾕｰｻﾞｰにも,鉄鋼を使用する事例など解説記事などを書いてもらう.
企業/企業研究(40代)論文だけでなく､ｼｮｰﾄﾍﾟｰﾊﾟｰを入れて､論文化するﾊｰﾄﾞﾙの高いものと低いものを混ぜてはいかがでしょうか｡
企業/企業研究(40代)画期的な投稿数向上対策は思い当たらない｡特集論文+解説記事的な､｢ふぇらむ｣+｢鉄と鋼｣を合本化したことによる特徴のある編集企画に期待します｡
企業/企画･経営･行政(40代)独立法人化されたこともあり､大学の先生方の研究発表積極的に実施して頂く
企業/企業研究(40代)日本鉄鋼協会は会員数が多く､講演大会でも非常に多くの発表があり､発表者に対し投稿を募れば可能と考えます｡要旨に書ききれない内容もありますので｡
企業/企業研究(40代)投稿内容に関し､｢ふぇらむ｣､｢鉄と鋼｣のそれぞれにおいてｶﾃｺﾞﾘｰ分け(投稿技術分野のｽﾃｰｼﾞの区分け等)を明確にされては如何でしょうか｡
企業/その他(30代)･特集号を増やす｡･｢鉄と鋼｣独自の論文賞を創設する｡
企業/企業研究(30代)合本でなければ､隔月で良いかと思います｡
企業/企業研究(30代)投稿者や研究機関･企業などの統計を広く開示することで､投稿意欲が増さないでしょうか?
企業/企業研究(20代)近年は特許出願の兼ね合いで企業からの積極的な発表が減少したように思われる｡企業(特に高炉4社)への働きかけが必要ではないでしょうか｡
無所属/企業研究(70代)鉄と鋼への投稿数が減っているというのは淋しいことです｡現場の製造技術を軽視したﾂｹが回ってきた?
教育･研究機関/教育･研究(50代)鉄と鋼は金属学会誌と合併を望みます｡やたらに厳しい査読が多すぎます｡
企業/企業研究(50代)投稿数を増やすことも重要だが,たとえ少ない論文数であっても,重要なものは早く,きちんとした論文誌の体裁で配布すべきではないか,と考えます.重要な論文は,たとえ1件だけであっても,十分な価値がある.論文誌は,掲載される論文の数だけが重要なのではない,と思っています.
企業/その他(40代)投稿数が少ないことが問題と思えません｡電子雑誌化を図り､記載すべき論文があるときは発刊し､論文がない場合は休刊をする｡
企業/企業研究(40代)ISIJと鉄と鋼の合本化｡前ﾍﾟｰｼﾞを英語｡後ろを日本語でよいのでしょうか?国際化を目指すなら､韓国語ﾊﾞｰｼﾞｮﾝや中国語ﾊﾞｰｼﾞｮﾝを､後ろに､つければよいのではないでしょうか?これらには､日本語と英語の要約を義務付けるのがよいと思います｡
企業/企業研究(30代)①投稿者を､学会員以外からも募集すると良いと思います｡②広告を出す等により､論文投稿を積極的に広く宣伝すると良いと思います｡
教育･研究機関/教育･研究(30代)金属学会と同様な講演論文の月を設ける
企業/企業研究(40代)講演大会,各部会,場合によっては,学振等の発表からの論文勧誘を強化する｡勧誘は発表者だけでなく,その上司(企業においては少なくとも部長,場合によっては,製鐵所長あたり)までやるべき｡
企業/生産技術･商品技術(40代)鉄鋼業が続く限り､研究開発は行われ､数は減少傾向になるかもしれませんが投稿も続くでしょう｡鉄と鋼には､投稿先として現状ﾚﾍﾞﾙの権威を維持していただくことも重要です｡場合によっては非定期刊行化となるのもやむを得ないと考えます｡
企業/企業研究(40代)企業研究所(とくに開発部隊)に所属しているが､学術論文を投稿するには敷居が高く､読者も専門家であるため投稿しづらい｡鉄鋼ﾕｰｻﾞｰで専門家以外の方も､読みやすい論文誌となることが必要と思う｡鉄鋼ﾕｰｻﾞｰからの鉄鋼利用に関する技術ﾉｰﾄなどを募集してはどうか､そうすれば､PR効果を狙い､素材ﾒｰｶｰからの投稿も増えるのではないか?簡単な解説記事や技術ﾉｰﾄ的な記事も必要と思う｡
3.合本化された場合､積極的に論文等を投稿しますか

教育･研究機関/教育･研究(60代)これまで､研究論文は英文で國際誌(ISIJ International も含めて)に公表してきており､国際化の大きな流れの中で､邦文の科学工学論文はいずれ無くなると予想される｡
教育･研究機関/教育･研究(60代)学術情報がｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ化した今日､和文誌への投稿が減るのは止むを得ない｡
教育･研究機関/教育･研究(60代) 大学では鉄鋼関係のみを研究しているところが少ないので､なかなか｢鉄と鋼｣への投稿が難しい状態です｡
教育･研究機関/教育･研究(60代)理由として,今まで以上に多くの会員の目に触れる可能性があるからです｡
教育･研究機関/教育･研究(50代)論文を投稿する立場からすれば､読者の多い､評価の高い雑誌への投稿を優先します｡鉄と鋼への投稿を積極的に誘発する動機付けが必要と思われます｡鉄鋼研究振興助成等は有意義ですが､さらに投稿論文あるいは投稿者を評価する仕組みを充実させる必要があるでしょう｡(論文賞の充実(分野別)､論文奨励賞､活躍賞の創設､等) 大学からの投稿､活動､(学生会員を含む)会員数､がどんどん少なくなっているのではないでしょうか｡講演大会での講演や論文投稿したことのない会員が支部長になったりするようなことがあれば一般会員の理解は得られな
教育･研究機関/教育･研究(50代)今までどおりの活動であり､特に合本化されたから投稿を増やす､ということはないと思います｡
教育･研究機関/教育･研究(50代)従来と変わらない｡現在､論文は欧文誌への投稿を主体としている｡和文誌へは解説など二次情報としての投稿を主体としているが､2-3年に一度は和文誌への論文投稿を行っている｡これは筆頭執筆者が英文に慣れていないためであり､やむを得ず訓練として和文誌への投稿を行っている状況である｡この際､和文誌から欧文誌への一年以内の再投稿を認めていただいている現制度はありがたい｡
教育･研究機関/教育･研究(50代)論文の内容による｡国内に関心を持ってくれる人が多いと感じれば､鉄と鋼に投稿する｡
教育･研究機関/教育･研究(50代)日本語による論文投稿は,世界へ向けた情報発信の手段としてはあまり有効でないように思います｡鉄鋼材料分野の論文は,ISIJ International誌へ投稿させていただく予定です｡
教育･研究機関/教育･研究(50代)8.の考えから､今後投稿するよう努力する考えでいる｡
教育･研究機関/教育･研究(40代)査読審査が厳しい
教育･研究機関/教育･研究(40代)少なくとも国際的に活動する大学研究者は､和文論文を執筆するﾓﾁﾍﾞｰｼｮﾝを全く有していない｡ただし､解説論文は別である｡
教育･研究機関/教育･研究(40代)今までどおり.
教育･研究機関/教育･研究(40代)私自身の専門分野が制御工学であり､鉄鋼協会の主たる研究分野ではない｡したがって､現時点で投稿する予定はあるが､今後積極的に投稿するかどうかは､合本化とは直接の関係はない｡ただし､8でも述べるように､合本化がﾏｲﾅｽになることはない｡なお､材料系以外のｴﾝｼﾞﾆｱ･研究者の場合､どちらかといえば､鉄鋼協会の研究会のﾒﾝﾊﾞｰになるなどのきっかけの方が､論文投稿により直結すると予想する｡
教育･研究機関/教育･研究(40代)主に読む側になると思います.
教育･研究機関/教育･研究(30代)会員の皆様に特にご覧いただきたい研究成果につきましては､積極的に投稿を検討いたしたいと存じます｡
教育･研究機関/教育･研究(30代)合本化するしないに関わらず積極的に投稿したい
教育･研究機関/教育･研究(30代)個人的意見ですが､それでもやはり海外の研究者にも理解してもらう為に､ISIJ Internationalに投稿したいと思います｡
教育･研究機関/教育･研究(30代)主に欧文誌へ投稿しているため
教育･研究機関/教育･研究(30代)合本化されれば､日本中の鉄鋼協会会員の方が目にすることが多くなりますので､引用も増えると思いますので､積極的に投稿もできると思います｡
教育･研究機関/教育･研究(30代)論文の投稿先は,合本とは関係ない
教育･研究機関/教育･研究(20代)合本化されなくてもできるだけ投稿させていただきます
教育･研究機関/教育･研究(20代)現時点において投稿したことがないので､ わからない とさせていただく｡
企業/企画･経営･行政(60代)残念ながら学術的なことから離れてしまい､寄与できず申し訳なく思っています｡
企業/企画･経営･行政(60代)上記回答は､合本に賛成するかどうか､とは関係なく､研究開発の現場を離れてから､長い時間がたったので､論文投稿ができないという個人的な理由です｡
企業/企画･経営･行政(60代)今のところ論文を書くむひまはなさそうです｡
企業/その他(60代)鉄と鋼の論文よりふぇらむの解説記事などを書きたい｡論文誌の格を保つという理由でそれができにくくなるのは困る｡
企業/生産技術･商品技術(60代)求められればするが､自発的にはやらない｡
企業/企業研究(60代)投稿したいと思っていますがなかなか時間が取れないのが問題です｡
企業/その他(60代)今後の様子を見て考えたい｡
企業/生産技術･商品技術(60代)もう一線の研究技術者でないから｡
企業/企業研究(50代)現役ではないので寄与は出来ない｡
企業/企業研究(50代)自分自身と言うより､若手研究者の投稿は増えると思う｡
企業/企業研究(50代)専門分野が金属･冶金などではないため､発表するとすれば他の学会になる｡
企業/企画･経営･行政(50代)現在中小企業への出向の身であるため､論文投稿の機会は極めて少ない｡
企業/企業研究(50代)研究員の数が減少し､投稿のための時間が取れないこと(時間的にも精神的にもゆとりがない)が大きな原因と考えるが､技術系役員は投稿を評価する指向にないことも大きい｡(かって､投稿を技術力の指標と見做す考え方が普通の時代があった)
企業/生産技術･商品技術(50代)論文発表の立場にはない｡
企業/企画･経営･行政(50代)読む人が多いのだから､投稿します｡
企業/生産技術･商品技術(50代)会費のみで会員全員に配布されるのであれば,投稿数はおそらく増加すると思います｡自分の論文が会員全員の目に触れるﾁｬﾝｽが増えるので,投稿のﾓﾃｨﾍﾞ-ｼｮﾝが上がる効果が期待できますので｡
企業/企業研究(50代)論文は原則英文で各方針なので｡
企業/生産技術･商品技術(50代)若手技術者に投稿出来るよう､指導して参りたい｡
企業/企業研究(50代)投稿数が増えなくとも､日本語論文の発表の場をなくさないことが重要｡
企業/企画･経営･行政(50代)合本かどうかが投稿先を決めるのではなく､やはり会の活動内容や掲載までの時間的早さなどが重要な要素になると思います｡協会の設立趣旨や雑誌名からして鉄と鋼に限定されるのはやむを得ないとしても､英語論文受け入れにより中国など海外の論文を取り込むとか､間口を広げることが重要と考えます｡
企業/企業研究(50代)自分自身が投稿するわけではないが､配下の研究者に働きかける｡
企業/企業研究(50代)鉄鋼技術に関する和文誌を継続させるために可能な範囲で貢献することは､この分野に従事している技術者としては当然の義務
企業/生産技術･商品技術(50代)論文を書ける立場にいない為です｡
企業/生産技術･商品技術(50代)合本には賛成であるが､合本化が論文投稿増につながるかは疑問である｡現在鉄鋼業界は活況にあるが､数年前までの構造不況時代に人員削減が進められ､各社とも論文を作成する余裕がなくなっているのではないか?
企業/生産技術･商品技術(50代)投稿の職場環境にない｡
企業/企画･経営･行政(50代)業務が論文内容に馴染まない
企業/企業研究(50代)投稿件数を上げたいのなら,鉄と鋼の掲載ﾀｲﾄﾙをふぇらむの後ろの方にこそっと載せるのではなく,前のほうに顔写真や個人の趣味,ﾀｲﾄﾙと抄録を載せてはどうでしょうか? 他の学会では,似たｹｰｽあり｡ 
企業/企業研究(50代)明確には申し上げられませんが､これまでよりは投稿のﾓﾃｨﾍﾞｰｼｮﾝが向上するのは確かです｡
企業/生産技術･商品技術(50代)電機ﾒｰｶの立場で入会しているので､鉄鋼に関する専門的な冶金に関する論文の投稿は不可能であります｡
企業/生産技術･商品技術(50代)専門が鋳鉄関連により､相応しいﾃｰﾏが無いと思います｡
企業/生産技術･商品技術(50代)合本の有無に関係なく､適時投稿を検討します｡
企業/企業研究(40代)ISIJ International を優先する｡
企業/教育･研究(40代)今以上に積極的に論文を投稿するかどうかは断定できないが､少なくとも､今まで論文を投稿したことが無いものが､他人の論文を見て､自分でも投稿しようという動機付けにつながる可能性が大きくなるものと考えます｡先ずは､学会員が論文を目にする機会を少しでも増やすことが重要であると考えます｡
企業/生産技術･商品技術(40代)合本化が積極投稿にはつながらないのではないですか?
企業/企画･経営･行政(40代)投稿の活発化の引金になる可能性はあると思われます｡
企業/企業研究(40代)従来通り｡鉄鋼材質関係で投稿するなら､鉄と鋼､あるいは､ISIJ Internationalを先ず考えると思います｡
企業/企業研究(40代)合本化が論文投稿ｱｯﾌﾟに直結するかは疑問であるが､全く手を打たないよりは良いと考える｡
企業/その他(40代)研究職から離れておりますので｡
企業/企業研究(40代)合本化と投稿するかしないかは､関係無い｡
企業/生産技術･商品技術(40代)論文を作成する部門ではないので
企業/その他(40代)投稿側の価値が下がると考えての質問?
企業/企業研究(40代)合本化されようがされまいが今まで通り
企業/生産技術･商品技術(40代)自分の意識の問題でもあるが､書けるﾃｰﾏを持てるか､頑張れるかというところが難しい｡
企業/企業研究(40代)広く世界に向けてｱﾋﾟｰﾙしたい内容は英語でというのはありますが､そこまででない内容に関して論文化しようというﾓﾁﾍﾞｰｼｮﾝになります｡
企業/企業研究(40代) 執筆に関して合本化が駆動力になるとは思えない｡
企業/企業研究(40代)今後投稿しようとは思っている｡
企業/生産技術･商品技術(40代)必要に応じて対応したいと考えます｡
企業/生産技術･商品技術(40代)合本化が理由で､論文投稿が増えるとは思えません｡
企業/生産技術･商品技術(40代)守秘義務の点から､必ずしも最新情報を投稿できる状況にない｡
企業/生産技術･商品技術(40代)現在は管理部門で有り､投稿材料を生み出していない｡
企業/企画･経営･行政(40代)職務が研究分野から離れているため,自身の投稿機会は無いと思いますが,投稿できる立場にある方には積極的にお薦めしようと思います.
企業/生産技術･商品技術(40代)論文投稿することと､合本化とは別次元のことと考えます｡
企業/企業研究(40代)合本化するしないには依存しない.従来と投稿ｽﾀﾝｽは変わらない.論文掲載の必要性そのものに応じて判断する.
企業/企業研究(40代)私は投稿するのであれば海外の人にも読んでもらえるように英文投稿します｡和文論文の意義はあまり感じません｡
企業/企業研究(40代)投稿するならISIJ Internationalにする.
企業/企業研究(40代)投稿しますが､私は苦労してでも欧文誌に投稿します｡読める人数が桁違いに多くなりますので｡
企業/生産技術･商品技術(40代)論文を書く業務でない｡
企業/その他(40代)鉄鋼(金属)材料に関わる業務をしておらず､提供できる情報がないが､自動車部品製造会社で品質保証部に所属しているため､情報は取りたい｡
企業/企業研究(40代)個人的には､鉄鋼協会は好きで講演大会には良く参加している｡1.ただし鉄鋼の場合上工程から下工程まで実に幅広く､特に下工程は他専門学会と重なっていることが多い｡例えば塑性加工学会や腐食防食協会など専門性が高く､より専門家の多く集まる所へ投稿しようとする場合が多い｡2.また､自動車技術会や土木学会など読者=顧客の場合には､企業の場合製品ｱﾋﾟｰﾙの面も兼ねているので､こういう所へ投稿した方がよりﾒﾘｯﾄが上がることが挙げられる｡(上工程はそうではないと思いますが｡)1,2､から鉄鋼協会の位置付けという意味で今一つ(下工程の関係者から見ると)はっきりしない面がある｡非常に抽象的な意見で申し訳ありませんが､分科会で活発な活動があると思いますが､質の高い活動を行って企業研究者に魅力が提供できる形になればと思います｡例えば､ﾕｰｻﾞｰ分野別の企画(講演大会の例ですが),家電分野用鋼材とか土木･建築用鋼材とかいったくくりで､毎年変えてｾｯｼｮﾝを行い､よりﾕｰｻﾞｰに近い方に参加していただき､より広い範囲の方に参加していただくような形がとれれば､2.のような事は解消できるのではないでしょうか｡1.については､和文誌のｲﾝﾊﾟｸﾄﾌｧｸﾀｰがあるかどうか判りませんが､できる限りこれ(に類するもの)を挙げてゆくような努力が必要と思います｡個人的には鉄と鋼はｲﾝﾊﾟｸﾄﾌｧｸﾀｰが国内誌では高いと思っていますが､実際にはあまりｱﾋﾟｰﾙされていないのではないかと思います｡
企業/その他(40代)現在は投稿する職種ではないから
企業/企業研究(40代)現状と同等ﾚﾍﾞﾙでの投稿と考えております｡
企業/生産技術･商品技術(40代)商品開発が主業務であるため､研究論文を出すには､ﾊ-ﾄﾞﾙが高い｡また､研究機関との共同開発になると研究機関からの報告になることが予想されます｡
企業/企業研究(40代)自分自身としては読めない部分がありますが､一般論としては論文誌へのｱｸｾｽが容易になるので､投稿に対するﾊｰﾄﾞﾙが少しでも下がるのではないかと期待しています｡
企業/生産技術･商品技術(40代)積極的な論文作成ﾎﾟｼﾞｼｮﾝに従事していない
企業/企業研究(40代)企業としては､講演大会発表で充分(ｱﾋﾟｰﾙ､技術向上出来る)という考えがあります｡論文執筆に掛かる労力･時間を考えると､正直博士号や論文賞を狙う以外の意義が問われます｡
企業/企業研究(40代)従来から実施していませんでしたので｡申し訳ありません｡
企業/企業研究(40代)企業研究者なのでなかなか投稿できないのが現状があるが､今後､可能な限り投稿していきたいと考えている｡
企業/その他(40代)論文に値する業務に携わっていない
企業/生産技術･商品技術(40代)合本化が論文の積極的投稿理由にはなり得ないと考えます｡
企業/生産技術･商品技術(40代)特に今までとｽﾀﾝｽを変えないつもりです｡
企業/企業研究(30代)大学､企業研究からの投稿は､ISIJ Int.に今後も流れるのではないでしょうか?
企業/企業研究(30代)論文投稿数の減少は､鉄鋼業界の研究および技術開発活動が活発に行なわれていないことを反映しているためであり､学会誌の形式とは無関係であるため｡
企業/生産技術･商品技術(30代)他学会もそうですが､”論文投稿の対価”が見えなくなってきていることが最大要因と思います｡正直なところ､大学の先生を中心とした狭い社会での履歴書作りのため､という実態を否定し切れません｡
企業/企業研究(30代)自分自身は研究成果を世界中の人に知ってほしいと考えるので､基本的にはISIJint.に投稿すると思います｡とはいえ読み手の多くは日本人でしょうから､日本語で書いた方がよいと思うこともあります｡
企業/企業研究(30代)塑性加工の分野において､合本化は論文投稿数に何ら影響しないと考えます｡この分野では研究成果を真似されても発見が難しいこともあり､特許出願数すら減ってきている｡
企業/企業研究(30代)現在は､鉄関係の研究に携わっていないので､情報収集と自己研鑽のために論文購読をしています｡
企業/企業研究(30代)ISIJ Internationalと同時投稿できるので､2重になりますが投稿したいと思っています｡
企業/企業研究(30代)企業ではﾃﾞｰﾀ公開に制限がありますし､論文執筆の必要性がない限り､投稿する意思はありません｡また､企業ではそのような論文執筆が､正当に評価されるとは思えません｡
企業/企業研究(30代)私の所属部署では､論文は､個人への募集(依頼)がないと､出すことがほとんどありません｡積極的に論文投稿できる環境づくりをお願い致します｡
企業/生産技術･商品技術(30代)日頃の業務内容から考えて､論文等を投稿することは考えにくいが､機会があれば協力させて頂きたい｡
企業/企業研究(30代)購読者数の増加が期待できるので､是非､投稿したいと思います｡
企業/企業研究(30代)論文投稿は､合本化とはあまり関係ないことだと考えます｡投稿意欲のある人は積極的に出しているはずです｡
企業/企業研究(30代)今の会社方針では,積極的に学会発表するのは難しい状況にあるため,論文投稿できるかどうか不明.
企業/生産技術･商品技術(30代)投稿すべき記事があれば投稿します｡
企業/生産技術･商品技術(30代)合本化は積極的な論文投稿につながらないと思うが､｢鉄と鋼｣の発行回数を減らして論文投稿のﾁｬﾝｽを減らしてしまい､投稿するﾓﾁﾍﾞｰｼｮﾝが下がるよりは､はるかにましだと思う｡
企業/企業研究(30代)合本化されたことで論文投稿数を増やすわけではなく､鉄と鋼に対して今後も論文投稿を続けたいと考えています｡
企業/教育･研究(30代)現在の業務内容が自動車分野向け利用加工技術であるため､機械学会や塑性加工学会への論文投稿が中心になる｡
企業/企業研究(30代)耐火物ﾒｰｶｰとして､鉄鋼技術動向を知るために会員になっております｡鉄鋼技術に関する研究開発は行っていないので､投稿できるような立場ではありません｡
企業/生産技術･商品技術(30代)電気関係であるため､むしろ電気学会等の方がふさわしい場合がある｡特に研究職では設備関係に関心のない人が多い｡
企業/生産技術･商品技術(30代)より広く読んでもらえると思うので｡
企業/生産技術･商品技術(30代)投稿するかどうかは､合本とは関係が薄いように思います｡投稿すべき内容があれば､合本しようとしまいと､投稿すると思います｡
企業/企業研究(20代)企業研究者の論文投稿は､上司次第です｡また､Impact factorの高いﾈﾀは英文誌用であり､その事実は変わらないと思います｡その中で､どういった投稿を期待しているのか､学会として明確なﾒｯｾｰｼﾞを打ち出して頂きたい｡
企業/企業研究(20代)社外に発表できるﾈﾀがないため
その他/無職(80代以上)学位論文への前刷りと論説論文を区分けすることが必要です｡
その他/その他(60代)ｼﾆﾔ世代からの投稿が行いやすい様な分野(技術伝承･知的伝承で論文ではないが)を強化
その他/その他(60代)自分は､論文を作成する年代ではない｡
無所属/無職(70代)鉄鋼協会のご活躍の様子を陰ながら応援と期待を込めて､拝読させて戴いています｡
無所属/無職(70代)様子を見ることになる｡
無所属/無職(70代)鉄鋼の科学･技術･産業の領域拡大と国際化に対応する意味でも､他分野･海外からの優良投稿者の開拓に､一層の注力を期待したい｡
無所属/無職(60代)今春大学を退職したので投稿活動を控える予定ですが､他人の興味ある論文は積極的に読み続けようと思っています｡
教育･研究機関/教育･研究(60代)専門分野(加工)の論文が極めて少ないので､加工分野の読者が多い他の学会誌へ投稿した方が有益である｡
教育･研究機関/教育･研究(50代)日本語ｼﾞｬｰﾅﾙにあまり興味がない｡
教育･研究機関/教育･研究(40代)合本化されてもされなくても,ISIJ International をまず考えます.しかし,研究内容や執筆時の事情によっては投稿することもありえます.
教育･研究機関/教育･研究(30代)ふぇらむの記事は大変興味深く､浅くではあるが目は通している｡しかし､学術論文として投稿することを考えると､合本化されると論文誌としてよりも会報誌の印象が強くなるため､投稿は躊躇するように考える｡
教育･研究機関/教育･研究(30代)ｲﾝﾊﾟｸﾄﾌｧｸﾀｰが低く,所属部署での評価も低い現状のままでは,おそらく投稿する機会はないと思います｡ｲﾝﾊﾟｸﾄﾌｧｸﾀｰが1前後であれば,投稿数は激増するのではないでしょうか｡
企業/企画･経営･行政(50代)投稿は､合本化とは関連ないと考える｡
企業/教育･研究(50代)従来と変らない｡
企業/企業研究(50代)上記のように､論文誌の価値が低下すれば､学位取得等の視点からは､投稿が減少するのでは?
企業/企画･経営･行政(50代)機能が違うからふぇらむしか読まない人は余計なものが付いると思うのではないでしょうか｡
企業/企業研究(50代)企業内でも論文化できるような研究は極めて少なくなっているため｡
企業/その他(50代)読む必要性を感じていないので､投稿するつもりはない｡
企業/教育･研究(40代)基本的に現状傾向は変わらないと思われる｡
企業/企画･経営･行政(40代)論文を書くような職種ではないので｡ただ､鉄と鋼は直接鉄鋼の研究に従事してないと､あまり論文を投稿する気になりません｡以前､ｽﾗｸﾞ研究に従事していたときも､鉄と鋼は投稿対象して考えていませんでした｡
企業/企画･経営･行政(40代)研究開発に従事していないため｡
企業/生産技術･商品技術(40代)現行の職務(動力設備管理)では､投稿するような内容が発生していないのが現状
企業/企業研究(40代)ｻｰｷｭﾚｰｼｮﾝを考慮して英文での投稿先(ISIJ-Int.等)をまず考えます｡
企業/企画･経営･行政(40代)論文投稿の職種にあらず
企業/企業研究(30代)なし
企業/企業研究(30代)企業研究員の､鉄系の応用分野での論文投稿の場として､小生は鉄と鋼が最も適切だと思っています｡それがもし無くなるのであれば､合本化した雑誌に投稿するしかありません(英文は除き)｡
無所属/企業研究(70代)今まで殆どISIJ Inter.に投稿しました｡外国でも余り読まれない鉄と鋼にこだわるよりも､ISIJ Inter.に統合し､ISIJ Inter.の価値を高めるほうが良いとおもいます｡国内読者も､もう日本語でないと読めないという時代ではないでしょう｡
無所属/無職(60代)｢鐵と鋼｣は現在読んでいませんし､投稿できる状況にもありませんので､合本の有無にかかわらず投稿できません｡
企業/企業研究(40代)合本化と積極的な論文投稿はそもそも無関係では｡
企業/生産技術･商品技術(40代)会社の方針による
企業/生産技術･商品技術(40代)残念ながら通常業務において論文となるような内容に関わっていませんし,また仮に業務内容に学術的要素があったとしても簡単には開示できないと思います｡
企業/企業研究(40代)合本化が論文投稿の積極理由になるとは思えない｡
企業/その他(40代)鉄と鋼 には縁がない
企業/生産技術･商品技術(40代)合本化と､論文投稿とは直接関係しないと思います｡
企業/その他(30代)いまでも投稿する予定はありません｡
企業/企業研究(30代)現在の研究分野からは､鉄と鋼に投稿するﾃｰﾏは無い｡関連するﾃｰﾏがでてきたら論文投稿も考える｡
官公庁･団体/教育･研究(60代)私自身は定年退職後の身であり､もう自分が筆頭者になる論文を書くことはない｡
4.自由意見(学会誌のあるべき姿､和文論文の意義､など)
教育･研究機関/教育･研究(60代)科学工学に関する知的財産は､学問工学の発展のためにも､世界に多くの人々が共有すべきもので､その点から邦文での研究論文は過去のものと考える｡
教育･研究機関/教育･研究(60代)協会の性格および工学の意味を理解し､和文誌の重要性を特に大学教員が理解すべきである｡和文投稿→欧文誌投稿を容認した時代後の考え方の変化に､ｻｲﾃｰｼｮﾝ至上主義と重なり｢鐵と鋼｣が衰退した｡合本後再度ｱﾝｹｰﾄを実施すること｡生産部門からの積極的投稿勧誘を｡/多数会員に役立つ論文を研究者側も狙うべき｡点数稼ぎに終わらぬよう自戒も含めて記しておきたい｡
教育･研究機関/教育･研究(60代) 鉄鋼材料は､基幹材料で有りながら大学で専門的に研究している研究者らは少ないようです｡出来るだけ､企業と大学の交流を頻繁に図り､企業が現在悩んでいる諸問題(現在は殆どが自社内で解決されているのでしょうが)を提起されると大学側も興味を持つと思います｡
教育･研究機関/教育･研究(60代)生産現場の方で必ずしも外国語が得意でない場合,日本語で書かれた論文の存在は意義深いと考えます｡また,原著論文に加えて総説を積極的に掲載することも冊子のﾍﾟｰｼﾞを増し,読者を増やすことにつながると思います｡
教育･研究機関/教育･研究(50代)数年前に分冊化したときのｺﾝｾﾌﾟﾄはどうであったのでしょうか｡今､再度合本化したいとは､歴史ある日本鉄鋼協会として､判断が軽々過ぎるのでは?
教育･研究機関/教育･研究(50代)現在のふぇらむに掲載されている解説,講座以外の記事は学会誌としてはあまり意味のないものであるように感じます.将来的には,ふぇらむを廃刊して元の鉄と鋼に戻していただきたいと思います.
教育･研究機関/教育･研究(50代)ふぇらむに記事内容ですが､一回の読みきり的な記事が半分程度で資料的価値があるものが少ない｡今後は学会誌なので研究､技術の解説記事とし､研究者､技術者に役に立つものにすべき｡
教育･研究機関/教育･研究(50代)日本語の論文はｲﾝﾊﾟｸﾄﾌｧｸﾀｰが低い､英語でないとだめだ､などという意見も聞きますが､やはり日本語が基本である｡日本語の論文が書けない者がいきなり英語の論文を書けるわけがない｡
教育･研究機関/教育･研究(50代)会報よりも和文会誌に重点を置いて編集するべきである｡我が国の鉄鋼技術に寄与するためには､和文論文こそが重要であると考える｡
教育･研究機関/教育･研究(50代)和文論文の価値は低下しつつある状況に変わりはない｡しかし､和文論文を投稿したい会員がおられる以上､学会として受け皿が必要である｡欧文誌は学術誌､和文誌は学会誌として位置づける｡後者は会員の多数を占める製造現場の技術･研究者にとっても役立つ本にすべき｡合本になることによって､和文論文が今まで以上に多くの読者に読まれるﾒﾘｯﾄがある｡このため論文や技術報告の投稿増加も期待できる｡現場技術研究者からの投稿が増え､看板｢学会誌｣として相応しい合本和文誌となることを期待する｡
教育･研究機関/教育･研究(50代)国内の研究者が欧文誌や外国の雑誌に投稿する傾向は今後､ますます強くなると思われる｡英語の論文を学位の要件にしている大学も多いのではないか｡また､企業の研究者は和文を好むと聞いているが､論文発表が主要な業務ではないとすると､やはり期待できない｡和文論文がなくなることはないと思うが､増加はむずかしい｡一方､ﾚﾋﾞｭｰや解説を英語で書く人は限られているので､和文誌に解説などをもっと増やしてはどうか｡
教育･研究機関/教育･研究(50代)現在､研究業績等の評価にはｲﾝﾊﾟｸﾄﾌｧｸﾀｰを有する雑誌に掲載されているかどうかが重要である｡しかし､これではかなりの割合で､得られた結果･ﾃﾞｰﾀが発表されなくなる可能性がある｡これは日本の科学技術の発展､結果･ﾃﾞｰﾀの蓄積に大きな問題(共用の財産として)が生じると思われる｡上述の雑誌に投稿することが常に良いとは限らず､日本語で論文を書くことも同様に重要である｡
教育･研究機関/教育･研究(40代)原案に賛成です.よろしくお願いします.
教育･研究機関/教育･研究(40代)金属学会や他の鉄鋼系の学会と､日本語論文誌だけでも合併してはどうかと思います｡
教育･研究機関/教育･研究(40代)｢鉄と鋼｣の歴史とその貢献度については十分に理解しているが､鉄鋼研究および鉄鋼業そのものがｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ化した現在､和文論文誌は歴史的役割を終え､存在意義は消滅したと思う｡一方､企業における技術者が技術報告などを気軽に投稿できる｢場｣は残すべきであろう｡
教育･研究機関/教育･研究(40代)図書館で製本する場合のことを考慮した冊子体にしてほしい.そのまま製本するのか,部分でばらして製本するのか,系統だったﾍﾟｰｼﾞや,背表紙をみて検索しやすいものにしてほしい.｢ふぇらむ｣への統一よりも,｢鉄と鋼誌｣への吸収のほうが歴史もあって合理的な気がする.
教育･研究機関/教育･研究(40代)昔鉄鋼ﾒｰｶｰに勤務していたときにも､鉄鋼協会の会員であったが､そのときは鉄と鋼が会員全員に配布されていた｡そのときから､専門分野は制御工学であり､鉄鋼協会の主たる研究分野ではなかったが､それでも､毎月論文誌が届くので､それなりに目を通していた｡このように､論文誌を会員全員に配布することは､材料系以外のｴﾝｼﾞﾆｱに対しても興味を持ってもらうきっかけにもなり､鉄鋼協会の活動の幅を広げることにつながる｡ぜひ､このような積極的な視点に立ち､合本化を実現して頂きたい｡

教育･研究機関/教育･研究(30代)大学の研究者としてはISIJ Internationalに投稿した方が業績としての価値は高いが､日本人の読者には日本語の論文の方が読みやすいと思いますので､合本化してでも和文紙は残すべきだと思います｡
教育･研究機関/教育･研究(30代)学生への教育的効果を考えると､英語よりもまず日本語の論文を書くﾄﾚｰﾆﾝｸﾞが重要である｡したがって日本語論文を投稿できる場は残しておくべきである｡
教育･研究機関/教育･研究(30代)会費を値上げして学会誌を無償配布してもよい/和文論文の意義は今後さらに薄れていくと思う｡
教育･研究機関/教育･研究(30代)英文論文を重視するか､和文論文を重視するかは､個人の価値観によると思います｡学会の口頭発表が日本語でなされるわけですから､和文誌の意義は絶対にあると信じます｡
教育･研究機関/教育･研究(30代)私の職場ではｲﾝﾊﾟｸﾄﾌｧｸﾀｰ(IF値)で業績評価されます=給料が上がり下がりします｡つまり､IF値のあまり高くない和文論文の意義を職場のﾄｯﾌﾟは否定していることになります｡このｼｽﾃﾑを変えない限り､研究者個人の善意に期待しているだけでは､｢鉄と鋼｣も生き残れないのではないでしょうか｡
教育･研究機関/教育･研究(30代)合本した場合､ﾚﾋﾞｭｰと技術報告を中心に掲載していただければと思います｡
教育･研究機関/教育･研究(30代)現在は､大学の評価も英文論文の数で決まるような社会ではありますが､和文論文はとても重要だと思います｡まずは､わが国に和文で自分の研究を紹介することは､鉄鋼会社に働かれている研究者以外の方々にもすぐに内容を知っていただけると思います｡是非､合本化して存続していただきたいと思います｡
教育･研究機関/教育･研究(30代)｢鉄と鋼｣の｢ふぇらむ｣との合本化は歓迎いたしますが,欧文誌との合本化も選択肢としてあると思います.概要と図表に欧文の説明があり,興味深い内容であれば和文論文であっても海外に広く参考文献として受け入れられると思います.
教育･研究機関/教育･研究(30代)和文論文は重要である.技術論文を増加させる方向を検討してほしい(ある程度強制的にすることも可能と考える).学生ﾎﾟｽﾀｰ優秀賞などの賞を受賞した方は,半年以内に論文を投稿することをお願いする.
教育･研究機関/教育･研究(30代)研究分野にも拠ると思いますが､和文で執筆することの意義､といいますか成果としての認識が低くなっている昨今では致し方ない部分もあるかと思います｡一方で､情報としては和文でも得られた方が良いとも考えますので､合本化とともに和文論文の意義についても考慮が必要な時期と考えます｡
教育･研究機関/教育･研究(30代)大学と企業に協力を求める｡
教育･研究機関/教育･研究(30代)和文誌の場合は,学術論文よりも,読み物や紹介ものの方が,良いのでは?修士学生,学部生の論文投稿の場として確立できれば,投稿数も増えるのでは?博士課程の学生以上になると,どうせ投稿するのであれば欧文誌に出そうと思うのが普通では?
教育･研究機関/教育･研究(20代)和文論文は日本人にとっては母国語で学術的･技術的議論を交わす貴重な場を提供していると思いますので是非維持していただければと思います｡欧文誌､和文誌の相互転載が可能になりましたので､これから積極的に和文誌にも投稿したいと思います｡
教育･研究機関/教育･研究(20代)学生の教育に有用という点で和文論文は必要だと考えます
教育･研究機関/教育･研究(20代)大学との相談が必要と思います｡
教育･研究機関/教育･研究(20代)入会して間もない身であるため学会誌に関して申し上げることは出来ないが､私的な意見を一つ書かせていただく｡私にとって､ふぇらむは届いたらすぐに目を通す読み物であり､(論文著者には申し訳ないが)鉄と鋼は必要な論文が掲載されていれば読むという程度である｡ﾌｪﾗﾑの内容を論文とﾘﾝｸさせれば､読む論文の本数も増えるものと思われる｡
企業/企画･経営･行政(60代)最近のISIJ intを見ていると海外からの低ﾚﾍﾞﾙの報告が多くなった様な気がする｡数は多少犠牲にしてもﾚﾍﾞﾙは維持して行く方を選ぶべきではないでしょうか
企業/企画･経営･行政(60代)本来､会誌と論文誌を分離したことに問題があった｡合本され全会員の手元に論文誌があると､論文の読まれる機会が増し､会員のﾚﾍﾞﾙｱｯﾌﾟに貢献可能｡分離されていると､論文誌を購読しない会員には論文を読むﾁｬﾝｽが減少｡特に､企業の技術者にこの傾向があったが､これが改善される｡
企業/生産技術･商品技術(60代)もともと､敢えて二つに分ける必要はなかった｡
企業/企画･経営･行政(60代)鉄鋼業も再度見直されてきている､初心者にもわかりやすい部分を入れて裾野を拡大する事が必要と思う｡
企業/(60代)かなりの技術者は､日本語ほど英文論文をさっと目を通せないでしょう｡そういう意味で､広範囲の企業技術者が､論文に親しめることは良い｡ただ､研究者にとっては､引用回数を上げたいという要求があるので､その点をどうするかであるが､難しい｡
企業/その他(60代)論文誌の格を保つという理由で､ふぇらむに掲載されていた解説記事などが掲載されにくくならないようにしてほしい｡
企業/生産技術･商品技術(60代)編集委員会など活性化しているのであろうか? 20年ほど前､編集に係わっていた頃は､特集号の企画などもっと熱心だったと思う｡
企業/企業研究(60代)合本の考え方に賛成します｡｢ふぇらむ｣の編集方針は今後とも継続されるようお願い致します｡
企業/生産技術･商品技術(60代)｢鉄と鋼｣のｲﾒｰｼﾞは､製鋼､製鉄技術の技術論文誌のｲﾒｰｼﾞが強いと思います｡(個人的な感想)鉄鋼材料の特性評価も入っていると思いますが､その辺のPRが必要なのではないでしょうか｡
企業/企画･経営･行政(60代)論文投稿が少なくなったことは鉄鋼業に生きる者としては淋しい限り｡確かに毎号の目次を見ても自分の業務に関係するものは1-2件あるかないか｡しかし､開発部門の統括者としては確かな情報が定期的に得られる学会誌は必要｡合本しても継続をお願いしたい｡
企業/生産技術･商品技術(60代)問題の本質はどこにあるかです｡これだけ国際化が進んだ中で,世界をﾘｰﾄﾞする日本の鉄鋼技術として和文にこだわる必要なし｡技術者は英文論文が読める水準を持てる教育が先｡また活性化環境も必要｡その結果として｢ふぇｰらむ｣と｢ISIJintern and TetsutoHagane｣とするのも一案か｡/これは日本の鉄鋼業の基本活動に関わる重要な問題｡より高度な技術にしなければならない情勢にどう対応するかの結果として学術の隆盛がある｡質の高い人材の吸引･育成を真剣に考え,従来の型どおりの就職雇用ｼｽﾃﾑを止め,能力のある人材の動きをｸﾞﾛｰﾊﾞﾙに活発に研究できる体制を取る事など｡
企業/企画･経営･行政(60代)厳しい環境の中ですが伝統を護って下さい｡
企業/企業研究(50代)将来､また分本化(合本化の逆戻り)ができたらよいですね!
企業/生産技術･商品技術(50代)鉄と鋼とﾌｪﾗﾑを合本することに意義はありませんが､むしろISIJ Int.との合本を考えてはいかがでしょうか｡
企業/企業研究(50代)鉄と鋼は鉄鋼協会の顔であり､存続すべきである｡論文誌としての大きな役割がある｡投稿数が少なくなり､ふぇらむとの合体はやむなしと考えられる｡なお論文の発行時期に多少問題が考えられるが､鉄と鋼の発行を数ヶ月おきにする方法はないものだろうか｡
企業/企業研究(50代)項目5に記載いたしましたが､Stahl und Eisen やSteel Research Internationalが目標と思いますが｡
企業/生産技術･商品技術(50代)投稿者間のみの趣味の世界に落ち込まないような形､やり方にすべき/上記ｱﾝｹｰﾄの問いもすでにそれっぽい感じがするが･･･鉄の技術､文化を発展､拡めることを第一義とすべし
企業/企業研究(50代)若手研究者の育成､裾野拡大､国内企業の技術者育成などには､やはり母国語での論文投稿増と質の向上を図る必要がある｡年会費納入者全員が論文の読者になれる意義は大きい｡
企業/企業研究(50代)論文を読む時間が十分にとれない現場のｽﾀｯﾌ等にも読みやすい和文論文の存在意義はあると思います｡
企業/生産技術･商品技術(50代)鉄鋼材料のみでなく､非鉄(ﾁﾀﾝ合金､ﾏｸﾞﾈｼｳﾑ合金､ﾆｯｹﾙ合金など)関係も広く論文を募集してはどうか?
企業/生産技術･商品技術(50代)ふぇらむと合本化するのであれば,鋳造工学会のように現場改善事例等を掲載するのも一案かと｡
企業/企業研究(50代)母国語だと論文投稿が容易であり､技術の先鞭性を主張しやすい｡
企業/企業研究(50代)投稿数の減少が問題になっているようであるが､査読は厳しくすべきである｡
企業/その他(50代)製鉄関係から離れて久しい者ですが､投稿論文数の減少ということに寂しさを感じます｡
企業/生産技術･商品技術(50代)技術内容ﾚﾍﾞﾙが高い専門誌としての価値･意味と日本の”鉄つくり”の裾野の広さを誰に宣伝する意味がある雑誌かなのか熟慮だと思います｡
企業/企業研究(50代)企業は鉄鋼協会への資金ならびに人材援助を積極的に行うとともに協会の地位を上げる働きをすべき｡協会は国への影響力を高め､我が国の鉄鋼業発展に寄与すべき｡
企業/生産技術･商品技術(50代)名称について:伝統ある｢鉄と鋼｣一本にして欲しい｡｢ふぇらむ｣という名称の併記は不要では?
企業/生産技術･商品技術(50代)研究する立場にはないが､鉄鋼業界の研究､開発状況を教えていただきたい｡
企業/企画･経営･行政(50代)ふぇらむの意味を残すとしたら､｢最新技術紹介｣を分野別に1年に1回､まとめてほしい｡これは､4月製銑､5月製綱､･･･といった感じでいいと思う｡小生は､塑性加工学会にも所属しているが､1年に1回の｢最新技術のまとめ(論文まとめ)｣だけは目を通している｡
企業/その他(50代)鉄鋼分野の査読誌として重要な役割を持っていると考えますので､なんとか形を残していただきたい｡
企業/その他(50代)既に着手されているかもしれませんが､過去の学会誌を検索･入手し易いｼｽﾃﾑを構築してはどうでしょうか｡可能ならその中に計測器や制御装置の進歩や当時の課題をどうやって克服してきたか等が追えるものがあれば良いと感じます｡
企業/企業研究(50代)合本化された場合､年会費は今までどおりなのですか?
企業/生産技術･商品技術(50代)本来,最先端の論文を中心に,業界情報,会員情報,総説を含める形で会員全員に会費のみで配布するのがあるべき姿であり,なにを意図されたのかわかりませんが,ﾌｪﾗﾑと鉄と鋼を分冊化して立ちゆかなくなったのは当然の帰結だと思います｡一刻も早く,本来のあるべき姿に戻されることを要望します｡
企業/企業研究(50代)英文誌も一緒にすることを提案する｡｢Tetsu-to-Hagane｣という鉄鋼関係学術誌としてﾈｰﾑﾊﾞﾘｭｰを活用すべし｡海外からの投稿が増えると予想される｡
企業/その他(50代)論文を会誌から省いている学協会が多いですが､多分会員増加の逆作用になっていると思います｡その昔入会したのは先端の研究を知りたいためで､教科書的な内容は単行本にある意味任せればと思います｡
企業/生産技術･商品技術(50代)基礎研究だけでなく､製鉄に関する生産技術も含めた広い分野での論文を掲載するようにすれば､投稿も増えるかと思います｡
企業/企業研究(50代)質の高い日本語の鉄鋼関係の論文を掲載する論文誌の伝統は守るべき｡そもそも､鉄と鋼をふぇらむに分けての論文の会員無料配布を止めたのが間違いだった｡
企業/企画･経営･行政(50代) 和文論文は､ｵｰﾙｼﾞｬﾊﾟﾝで鉄鋼業を考える時､技術的に大きなｱﾄﾞﾊﾞﾝﾃｰｼﾞである｡ 英文誌は､海外での商売を考えた時のみ､各社にとって有効｡ 何も､英文にしてあげて技術を与える必要はない､むしろ愚かな自己満足だけの所業と言える｡ 
企業/企業研究(50代)ISIJ Int.は全世界でも評価されるImapct Factorにも考慮した学術雑誌鉄と鋼は国内の会員と周辺技術者の技術力ｱｯﾌﾟ･情報発信の場
企業/企業研究(50代)｢ふぇらむ｣の名称を継続する､ということですが､私は不要に思います｡鉄と鋼の内容が立派ならふぇらむは不要です｡名前が二つ同居するのは不自然ですし､ややこしいです｡従来のふぇらむの内容は｢会員のﾍﾟｰｼﾞ｣として､会員外の人にも読んでいただいてはいかがでしょうか｡
企業/生産技術･商品技術(50代)｢ふぇらむ｣と｢鉄と鋼｣が出るようになってから､殆ど｢鉄と鋼｣は読まなくなりました｡合冊されれば､読む機会が増えると思います｡ また､毎月では発行に携わる方の苦労も大変と推察します｡ 隔月でも十分と感じています｡(｢ふぇらむ｣は楽しく読ませて頂いています｡)
企業/生産技術･商品技術(50代)企業人は,ここに十分な書き込みする余裕も無い,というのが現状です｡ そこから如何に論文投稿数を増やすのか････ 各企業に件数ﾉﾙﾏを与え,各企業の社長が責任を持つようにするのがﾍﾞｽﾄでしょう｡ それで出てきた論文で構成される学会誌が本当に有意義なのかどうか???です｡ この際,『日本』,『鉄鋼』にこだわらない学会への変革をお考えになってはいかがでしょうか?
企業/企画･経営･行政(50代)金属学会誌との関係がよくわかりません｡
企業/生産技術･商品技術(50代)今回の変更が会費増にならないことを望みます｡国際学会はほとんど全て英語ゆえ､英文併記が目指す方向かと｡
企業/生産技術･商品技術(50代)解説記事の｢ふぇらむ｣は知識整理などに役立っている｡論文集は業務に直接関係するものだけを読むので,読んでいる部分が限られる｡論文数を無理に増やして,論文集を別冊とする必要はないと思う｡
企業/生産技術･商品技術(50代)他の学会と重複があり､鉄と鋼がなくとも実質何の情報不足にならない｡
企業/企業研究(50代)ふぇらむの連続講義(入門講義など)は,止めるべし｡勉強する人は,1回で勉強したいし,興味の無い人にとっては,全く意味が無い｡
企業/企画･経営･行政(50代)｢鉄と鋼｣は､長い伝統､歴史があり､また､鉄鋼技術を中心とする国内唯一の雑誌と思いますので､継続､存続をお願いします｡｢ふぇらむ｣と合本することで､先端情報と論文が同時に見れるというﾒﾘｯﾄもあるかも知れません｡2冊に分冊されていると整理､保管が大変であったことも事実です｡
企業/生産技術･商品技術(50代)冶金の専門外である小生にとって､『ふぇらむ』は身近な話題がいつも掲載されており､また興味あるものが多く重宝しております｡『鉄と鋼』は冶金の専門的な話題が多いので､ほとんど斜め読みになっているのが現実であります｡
企業/その他(50代)勤務地が会社の図書館から離れてしまい､情報入手が難しくなった｡海外の技術情報など抄録でも良いから載せられませんか｡
企業/企業研究(50代)｢鉄と鋼｣投稿論文数減少は､鉄鋼会社の研究acivity定低下の反映と思います｡この点に立ち戻っての議論があってしかるべしと考えます｡鉄鋼会社の研究acivityが復活し､｢鉄と鋼}が再び単独で刊行できる日がくることを祈ります｡
企業/その他(50代)合本化による会費の値上げだけはやめていただきたい｡
企業/生産技術･商品技術(50代)学会誌･和文論文､共､日本の将来のために大切であり､継続させないといけないと考えます｡まずは学会誌を読み､親しみ､部数を増やすことが重要と考えます｡学術誌なので硬い内容は止むを得ませんが､見易い配置､読み易い活字(ﾌｫﾝﾄ､大きさ､行間､等)､息抜き頁､論文投稿者の趣味頁､などをお考えになるのも一考と考えます｡以上
企業/企画･経営･行政(50代)ﾆｰｽﾞ､ｼｰｽﾞ､基礎研究等分野別に体系化されていないため､狭い範囲での専門誌(学会誌)となっているように感じる｡｢やった｣｢出来た｣｢見つけた｣等を編集した学会誌ではなく､3年後,5年後,20年後を見据えた｢夢｣を｢具現化｣する観点でもﾘｰﾀﾞｰｼｯﾌﾟを取って欲しい｡次号の学会誌が待ち遠しくなる｢学会誌｣を目指して!
企業/生産技術･商品技術(40代)ISIJがある､鉄と鋼の論文の特集が少ない､知材問題等が｢鉄と鋼｣が衰退する原因になっているように思う｡みんなが見えるようにする意味で､合本にすることに賛成します｡
企業/企画･経営･行政(40代)鉄鋼産業と周辺産業との結びつきに関する記事も重要視して頂きたい｡(鉄以外の業種から観て)
企業/企業研究(40代)鉄鋼業では製造部門の役割が多く､ｴﾝｼﾞﾆｱも多数いる｡その反面､彼らに英文の論文を熟読せよと言っても難しいのが実情である｡一方で､研究者にとって､日本語の論文投稿の価値が年々減少しているのも事実である｡今回会員全員が和文投稿論文を気軽に読めるようになるという点で進歩と考えるが､今後英文誌と和文誌への同時投稿も認めていってもよいのではないか｡論文の数をﾀﾞﾌﾞﾙｶｳﾝﾄできない形にすれば問題は少ない(日本国内読者と海外読者にとって)
企業/教育･研究(40代)学会の成果を広く世界にｱﾋﾟｰﾙするためには英文で発表することは重要ですが､先ずは､数少なくなってきている､国内の研究者､技術者を活性化させることが重要であると考えます｡従って､和文誌は是非残すべきであると考えます｡身勝手なようですが､先ずは日本の研究者､技術者の役に立つ学会誌を目指すべきであると考えます｡
企業/生産技術･商品技術(40代)①｢ふぇらむ｣の機能は残してほしい｡特集記事など専門外でも読める物があることが良い｡中小の鉄鋼関係の企業として､｢ふぇらむ｣の技術的な方向性･解説･概論が非常に便利でありがたい｡論文投稿などは難しいこと､鉄鋼協会主催のｾﾐﾅｰなども距離的･金銭的に参加が難しいため､｢ふぇらむ｣的機能は､ぜひ必要である｡②鉄と鋼の論文については､関係のある論文のみ目を通しているのが実情｡ただし､関係論文が無くなるのは論外なので､｢鉄と鋼｣の部分も継続希望｡
企業/企業研究(40代)ｵﾘｼﾞﾅﾙ論文(解説､総説以外)を日本語で書く意義が見出せない｡
企業/生産技術･商品技術(40代)論文の価値評価という点から,英文化の流れは避けられないと考えます｡その中で,和文論文の質を確保することは量を確保することよりも難しいと思われ,質を確保する方策が見出せないなら,廃刊も素直な選択ではないでしょうか｡
企業/企業研究(40代)鉄鋼関係の質の高い日本語論文誌の伝統は守るべき｡
企業/生産技術･商品技術(40代)和文でも内容の良いものは英文化の推薦をしてはどうでしょうか｡
企業/生産技術･商品技術(40代)ふぇらむに論文の掲載がないのが不満でした｡ｱﾒﾘｶ鉄鋼協会の会誌も必ず論文は掲載されていますので､その方向が望ましいと思います｡
企業/企業研究(40代)知的財産権に関心がもたれるようになってから､一部の大企業の学会発表や論文投稿が減っているように思う｡日本の鉄鋼業の技術を活性化し続けるためには国内学協会活動をもっと高揚すべきであり､学協会から企業への学協会への多数参加(発表件数増)の働きかけが､必要と感じる｡知的財産権を強く言い出すと､社外発表は減ってしまうのは否めず､この点の議論が更に必要か?
企業/企業研究(40代)本来ならば､産学が競い合って基礎から応用までの研究論文をどしどし投稿すべきだと思いますが､産業側の基礎研究への人的投資は難しくなっているのが現状です｡しかし､最近では基礎研究を大学と協力して推進する動きが活発化しており､これに伴って論文への投稿件数も順次回復するものと期待しています｡
企業/企業研究(40代)｢鉄と鋼｣に掲載された論文は､原則､必ず英訳して｢ISIJ International｣に掲載すべきと思います｡【和文論文の意義】日本人にとって､日本語の論文の方が書きやすいし､読む方も理解しやすい｡また､査読者が日本人であれば､日本語の方が議論が深まるし､査読の作業自体が効率的に進む｡日本の学会誌として､日本の技術者･研究者､そして読者が､日本語のもたらすﾒﾘｯﾄを享受できるようにするのは重要｡但し､和文誌に掲載された論文は､ﾀｲﾐﾝｸﾞ的に少々遅れても構わないので英訳し､広く世界に発信すべき｡
企業/企業研究(40代)当方の研究分野がﾌﾟﾚｽ加工技術等であることから､学会誌の主な利用がｲﾍﾞﾝﾄ情報収集等に限定されているのが現状である｡
企業/その他(40代)広告的な記事や解説は必要ありません｡
企業/企業研究(40代)日本鉄鋼協会をもっと国際的に認知してもらうなら､鉄と鋼も英文誌に一本化してはどうか?
企業/生産技術･商品技術(40代)合本化についてはとりあえず賛成したが､形はどうあれ和文論文は継続すべき｡また､その質の維持､向上も不可欠である｡合本化あるいは投稿数維持により質が落ちてしまうことは避けなければならない｡
企業/生産技術･商品技術(40代)現在､ふぇらむを購読し､鉄と鋼は読んでいません｡特に不自由ないので､合本化してもかまいませんが､今のままでもOKです｡
企業/企業研究(40代)合本化は反対ではないが､鐵と鋼を毎月出せないのであれば隔月にしてもよいと思う｡
企業/その他(40代)投稿側の価値は､低いのかも知れないが､英語が不得手な読み手(日本人)にとっては､和文論文の方が読みやすく､価値はあると考える｡
企業/生産技術･商品技術(40代)学会誌としては､技術的な報告では物足りないかもしれないが､その当りの折り合いを上手くして､産側のｱｳﾄﾌﾟｯﾄを増やし､学側の関心も引くような活動を進めて欲しい｡
企業/企業研究(40代)他に分野別の学会があるような分野はともかく､製鋼技術分野ですと他に和文投稿できる場がなく和文誌自体は是非存続して欲しいと思います｡
企業/企業研究(40代)基本は英文投稿とすべき｡その中でこれはと言う論文を和文化して鉄と鋼に掲載するようにすればよい｡
企業/生産技術･商品技術(40代)学会誌は印刷物で発行するよりも､将来的にはPDFﾌｧｲﾙとして配布するなどして､電子化によるｺｽﾄ削減に努めた方が良い｡保管等の問題も含め､会員もその方が喜ぶのではないかと考える
企業/企画･経営･行政(40代)市況情報等､ふぇらむの特集記事を楽しみにしています｡今後も継続して､情報展開いただけるのであれば､統合案に賛成です｡
企業/企業研究(40代) ｲﾝﾊﾟｸﾄﾌｧｸﾀｰが正しいとは言い切れないのだろうが､鐵と鋼､ISIJ Int.のｲﾝﾊﾟｸﾄﾌｧｸﾀｰが高くないのも事実｡投稿数維持も大事とは思うが､ｲﾝﾊﾟｸﾄﾌｧｸﾀｰを上げる方策も必要ではないか｡これがひいては投稿数向上にも繋がるのでは?
企業/生産技術･商品技術(40代)特になし｡
企業/生産技術･商品技術(40代)和文論文は 日本語を使っている限りは重要である｡日本人は 日本語で 物事を考えているのだから 正しい日本語で書かれた論文が重要なのは言うまでもないと思う｡
企業/生産技術･商品技術(40代)｢ふぇ-らむ｣になってから読む機会は増えた｡今のよさは継続されたい｡合本になれば､ﾃｰﾏによっては興味のある論文が身近になるので､投稿論文にも目を通す機会は増えよう｡ 以上
企業/企画･経営･行政(40代)鉄鋼ﾕｰｻﾞｰですが,毎月興味深く拝見しています.ﾒｰｶｰ,ﾕｰｻﾞｰ,学術機関の日々の仕事に繋がる情報源としても,和文論文の意義は大きいと思います.ぜひ続けていただきたいです.
企業/企業研究(40代)皆様のご尽力に感謝しております｡学会の存在意義を含めて､時代のﾆｰｽﾞに従った統廃合があるのは仕方ないことだと思います｡｢べき論｣と合わせて｢快適論｣も議論していただけると幸いです｡
企業/企業研究(40代) 従来は｢国際語である英語のみ｣と思っていたが､専門の深化が進み､和文論文にも意義があると､最近は思うようになってきました｡
企業/企業研究(40代)論文はすべてPDF化して､会員は自由に無料で閲覧やﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞできるようにするのを希望します｡昔と異なり､権威ある論文誌の掲載記事を毎月読むことはなくなっている｡諸般の事情により､貴重な論文誌も年末の掃除で廃棄されてしまう運命にある｡必要な時は図書館で検索して複写文献を読むのが一般的ｽﾀｲﾙであろう｡やはり電子化されると良い｡ふぇらむは会員相互の交流に役立つので､このまま継続するのが良い｡論文誌を国会図書館等に入れる必要もあるので､その分だけは印刷して表紙を付けて出せばよいと思う｡

企業/企業研究(40代)｢鉄と鋼｣は,(結果的に吸収される形になっても)金属学会誌と合体することも一案では｡
企業/生産技術･商品技術(40代)特に意見はありませんが､若い人が鉄鋼に興味を持ってもらえる様な内容の充実を考えて見ては如何でしょうか?
企業/生産技術･商品技術(40代)合本化しても､論文投稿を増やす(減らさない)努力は継続してお願いいたします｡
企業/企業研究(40代)鉄と鋼の論文件数が少ないのは､国内企業からの論文投稿が少なくなっていることが原因と思います｡私は研究所勤務ですが､まとまった仕事をしたら､講演大会で発表して､論文投稿するという研究ｻｲｸﾙの大切さを認識していない者がほとんどです｡また､技術流出を懸念して発表しない方がいいという雰囲気があるのも確かです｡発表するのは技術よりも学術に関するので工夫次第です｡ぜひ､学会部門から各企業上層部(研究所長ﾚﾍﾞﾙ)に多くの発表や投稿するように要請してください｡社内に発表が大事というｲﾒｰｼﾞが定着するように｡欧文誌に抵抗のある方の重要な研究発表の場と認識されるようになることを祈ります｡
企業/生産技術･商品技術(40代)pdfﾌｧｲﾙなどで公開できないか?これまでの論文をｷｰﾜｰﾄﾞを用いて検索可能にできれば良い｡
企業/その他(40代)鉄･鋼に関する､堅い内容とﾘﾗｯｸｽして読める内容と2種類あると良い｡(他の人に良い記事を進めるのに､堅い内容ばかりだと次回紹介が難しくなる)逆にﾘﾗｯｸｽした記事を紹介して､本人が論文なども読み､興味を持ってくれるとうれしい｡
企業/企業研究(40代)質問7の②で述べたことに関してですが､和文誌は､国内しか読まれないという欠点(?)がありますが､逆に国内のﾕｰｻﾞｰ(専門からやや離れた人)の方には読まれやすいという利点があります｡かなり広くいろいろな分野の方に読まれているのではないかと思いますが､違うでしょうか?ここももう少しｱﾋﾟｰﾙされた方が良いかと思います｡一方で､質問7の①で述べたことは､学会誌としては専門性を高めたものであるべきということもあります｡これは矛盾する意見で申し訳ないのですが｡最近は､学術性の高いものは英文誌というのが広まっているので､これは英文誌で追求し､和文誌は広く読まれやすい形を目指すのが良いのではないでしょうか｡(そうかと言って､和文誌の学術的価値が低いという訳ではありません｡学術的に価値の高いものがあって良いと思います｡ただし､ﾌｪﾗﾑと鉄と鋼が合体すれば､もう少し､国内の様々な方(鉄鋼材料に関わるかた､鉄鋼材料ﾕｰｻﾞｰも含めて)をﾀｰｹﾞｯﾄとするものであっても良いのではないかと思います｡
企業/企業研究(40代)大学の先生の意見はやはり､ISIJ Int.誌に比べｲﾝﾊﾟｸﾄﾌｧｸﾀｰの低さを言及されるｹｰｽが多い認識です｡国内で読まれる頻度が低い→ｲﾝﾊﾟｸﾄﾌｧｸﾀｰの低下→投稿の減少と言うﾈｶﾞﾃｨﾌﾞﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸﾙｰﾌﾟに入っていることを懸念しています｡鶏と卵の関係ですが､まずは読まれる頻度を上げて行く努力をすべきかと思います｡そのためにも合本は良いﾄﾘｶﾞｰかとも思います｡
企業/生産技術･商品技術(40代)論文･講座等の掲載は後発者にとって非常に役に立つので継続願いたい
企業/生産技術･商品技術(40代)専門的な学術誌としてのみ存続するのではなく基礎的､入門編的な部分を充実させ鉄鋼に携わる技術者の特に若手の技術力のﾎﾞﾄﾑｱｯﾌﾟを狙い編集して頂きたい｡
企業/生産技術･商品技術(40代)協会誌の製作･発送ｺｽﾄ低減を鑑みて､印刷物を各会員に送付するのではなく､ｲﾝﾀﾈｯﾄ閲覧にすればどうか?
企業/企業研究(40代)確かに､論文のﾚﾍﾞﾙ維持と､投稿数(あるいは､掲載数)増加は背反する関係にあると思います｡査読の方針に関して､実ﾗｲﾝでの応用上の工夫なども重視して頂く､査読の際に良い面を見つけ出してそれを引き出すようなｱﾄﾞﾊﾞｲｽをする､などの工夫も必要と思います｡
企業/生産技術･商品技術(40代)論文は質を重視で､あえて投稿数向上をしなくてよい｡
企業/その他(40代)冶金学だけでなく､各部会の活動を反映した特集号も組んで欲しい｡
企業/企業研究(40代)｢ふぇらむ｣は会報であり､｢鉄と鋼｣は論文誌なので､内容を混同しないような編集(記事と論文との混同)が必要と考えます｡
企業/生産技術･商品技術(40代)日本化学会のような英文誌のみという割り切りまでには少し違和感がありますが､日本語版という格好で､合体させるのはいいと思います｡
企業/生産技術･商品技術(30代)何年間まえでﾄﾋﾟｯｸにありました､現場ﾚﾎﾟｰﾄ みたいな生な操業結果､取り組み等の内容を加えていけば､その後の論文投稿につながるやも･･
企業/その他(30代)鉄鋼分野の学会誌として廃刊は避けていただきたいと思います｡
企業/企業研究(30代)忙しい技術者でも短時間にしかも正確に内容を把握できる和文論文は､日本の鉄鋼業に貢献していると思います｡昔の鉄と鋼を読むととても勉強になります｡ただし今の世の中ではﾚﾍﾞﾙの低い論文が和文となってしまいかねないので､すぐれた英文論文の和文誌への再投稿を促すなど考える必要はあると思います｡
企業/企業研究(30代)鉄と鋼も電子化してﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞできるようなｼｽﾃﾑを希望｡
企業/企業研究(30代)ふぇらむが単に読み物的になっており､学会誌というｲﾒｰｼﾞがあまりない｡論文誌との合本で学会誌との意義を向上させるべきと思う
企業/生産技術･商品技術(30代)発行頻度を減らして､会費も減らすことにより､逆に会員数を増やしていったらいいと思います｡
企業/生産技術･商品技術(30代)研究機関､企業に関わらず専門分野以外の情報を収集する機会は少ないと思いますので､今回の合本化の目的にも上げられている､入門書的な記事から最先端のものまでを掲載されることは､視野の拡大という意味で有効です｡逆に不要(読むのに時間がかかる､読みたくないものまで掲載される)と思われる方もおられると思いますし､ﾍﾟｰｼﾞ数増は環境保護に逆行しますので､｢ふぇらむ｣をﾍﾞｰｽとして､｢ふぇらむのみ｣と｢鉄と鋼の合本｣を年1回の選択できる形式にしては如何かと思います｡\
企業/生産技術･商品技術(30代)近年の知的所有権に関する鉄鋼各社の競争激化､それに伴う社内手続きの煩雑化などによって､論文投稿数が減少していると考えられる｡しかし､論文誌の健全な形での継続は､鉄鋼技術全体の発展に大きく影響すると思う｡
企業/その他(30代)数年前に業務が研開系から管理系に移ったので論文誌の購読は止めたのですが､その間に投稿論文が減ってしまったことは残念です｡
企業/企業研究(30代)和文論文は教育の観点からも重要｡日本語でしっかり論文をかけない人は英語の論文を書いても論文構成自体に問題があることが多い｡
企業/生産技術･商品技術(30代)現状を踏まえると､今回提示された案がﾍﾞｽﾄだと思います｡
企業/企業研究(30代)投稿された論文を幅広く宣伝してあげる､という役割もあると思います｡ 邪道でしょうが｢ISIJ International｣または｢鉄と鋼｣掲載論文のうち｢これはいい!｣という幾つかを他方誌で紹介する､というのはいかがでしょうか?  
企業/企業研究(30代)鉄鋼ﾕｰｻﾞ(自動車ﾒｰｶ,ｵｲﾙﾒｼﾞｬｰ等)が有益で参加したいと思える論文誌にしていただけると,企業研究者の投稿意欲が高まると思います.
企業/生産技術･商品技術(30代)業界情報誌としての役割もあり､毎月発行が必要｡但し､ﾈｯﾄ上でも全ての情報を取られるようにして､情報誌の役割を強化し､閲覧者の増加､広告収入の拡大等の自助努力も必要だと思います｡従って､｢全刷をﾍﾟｰﾊﾟｰでの発行｣に拘る必要も無い筈｡例えば､事前にﾈｯﾄで興味ある項目に登録すると､その情報がある｢鉄と鋼｣｢ふぇらむ｣のﾍﾟｰｼﾞにﾊｲﾊﾟｰﾘﾝｸの張り付いたﾒｰﾙが毎月､個人毎に発行されれば､良いのではないでしょうか?当然､どのﾍﾟｰｼﾞにもｱｸｾｽできる前提ですが...和文誌としての一つの役割は､世界の鉄鋼情報の窓口でもあり､以下に多くの人をこのﾎﾟｰﾀﾙｻｲﾄに呼び込める情報力があるか否かだと思います｡
企業/企業研究(30代)生産現場の技能系職員に対して､最新の技術論文を紹介しやすいため､和文論文誌は有効である｡1冊の中にふぇらむのｺﾝｾﾌﾟﾄも織り込まれた論文誌であれば､幅広い層に訴求できる｡
企業/生産技術･商品技術(30代)鉄と鋼は有料ということで個人的に購読していない人も多いかと思います｡無料化されることで多くの人の目に触れるという利点はあるかと思います｡
企業/企業研究(30代)ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ化という観点から鉄と鋼への投稿が減っていると言われていますが､結構海外の方に頼っているようにも思います｡今の研究者層をみていると論文を執筆できるﾚﾍﾞﾙに無い者が多いと思います｡当然､日本語でも書けないものが英語で書けるわけがないので､これらの発展途上の研究者のためにも､残してあげたいと考えます｡これとは別問題として､母国語を大切にできないのは民族として情けないものを感じます｡どんな形でも鉄と鋼の存続を最優先に希望します｡
企業/企業研究(30代)和文誌は続けるべきです｡もっと､材料とﾌﾟﾛｾｽの討論会ﾚﾍﾞﾙの報告書をﾍﾞｰｽに味付けして投稿できるよう､鉄鋼協会の編集委員会側から促すべきです｡また､生産技術部会での最優秀論文が､即､学術論文に値すると考えるのは誤りと思います｡
企業/企業研究(30代)産学連携の場としても積極的な活動を期待します｡
企業/生産技術･商品技術(30代)論文の質の低下がおこらないように､研究論文の量は最低限確保すべき
企業/企業研究(30代)論文の電子ﾌｧｲﾙでの送付はできないでしょうか?(著作権の兼ね合いがあると思いますが…)
企業/生産技術･商品技術(30代)和文論文は､ﾚﾋﾞｭｰであれば読むことがあります｡ﾚﾋﾞｭｰを増やしていただければ､読む機会がふえると思います｡
企業/生産技術･商品技術(30代)ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ上で論文を閲覧できるようになればうれしいのですが･･･(論文そのものが閲覧できるように)
企業/生産技術･商品技術(30代)鉄鋼協会の場合､論文投稿する方は企業の方も多いと思います｡その方たちが投稿する意味あいとして､会社の技術PRの面も大きいかと思いますが､個人的には学位取得もあるのでは?そのあたりのﾆｰｽﾞを考慮した企画運営?を期待します｡日本国内の大学が､博士ｺｰｽに入らないと学位を取れない方向にいくのであれば､自然と投稿は減ってくると思います｡和文論文の意味ですが､やはりなれた日本語での投稿が出来るのはﾒﾘｯﾄが大きいと思います｡英語だと積極的に投稿したくても出来ない人が出てきます｡また､和文論文の件数低下は英語論文の件数低下につながるのでは?日本の鉄鋼業に関わる研究者や技術者､特に現場近くの泥臭いことをしているような方(日本鉄鋼業の強み?)が､鉄と鋼をうまく利用して､より世界中で認知され影響力を及ぼす存在であるように願っております｡敷居は高くしてはいけません｡
企業/生産技術･商品技術(30代)会員ｻｰﾋﾞｽの向上につながればよい
企業/生産技術･商品技術(30代)｢ふぇらむ｣のみ購読しているが､業務上は｢鉄と鋼｣を参照することの方が多い｡(｢ふぇらむ｣はあまり読まない)
企業/企業研究(30代)英文論文は､読者を広く世界に求めることを目指していますが､私の場合､目的を持って探し当てた論文しか読まないことが多いのに対し､和文論文は手軽に読めるため､手にとってたまたま開いた論文も一通り内容を把握する程度に目を通すことが多いです｡鉄鋼業にとって世界を意識することは重要ですが､国内の充実を図るためにも和文誌としての｢鉄と鋼｣の存続を願っております｡
企業/生産技術･商品技術(30代)年会費は安くなるのでしょうか
企業/企業研究(30代)和文論文を英文論文と比較すると､2つの利点があると思われる｡一つは､言語の壁が無いこと｡もう一つは､入手が安価で信頼性が高いこと｡前者によって､例えば､国内に対して成果を効果的にｱﾋﾟｰﾙできると期待できる｡後者によって､例えば､和文論文は広く国内において参考にされることが期待される｡したがって､論文の数をそろえることも大事だが､質を向上させることも重要と思われる｡合本化によって質を落とさないよう､努力が必要だ｡
企業/生産技術･商品技術(30代)合本を機会に鉄鋼業における産学連携とは何かを考えてみるのには好都合.もっと論文投稿を増やし,議論を活発化させるためには,製品ではなく商品の実用化に関するﾃｰﾏを多く持った方が良いと思われる.例えば,上工程のﾃｰﾏより寧ろ,実際に鉄鋼材料が使用する現場に近い下工程側のﾃｰﾏを多くし,鉄鋼業界が必要とする議論は何かということを考えれば,少しは論文を増やせるのでは?この意味で企業が積極的に参加するような仕組みが必要である.
企業/企業研究(30代)先進の研究成果のみならず,基礎的な内容の解説記事(連載講座など)も掲載して欲しい
企業/生産技術･商品技術(30代)ふぇらむの解説記事は非常に役に立っております.解説記事の量を減らさないでいただけるとうれしいです.
企業/企業研究(20代)母国語であれば著者の意志を100%伝えることが出来るので必要である｡解説記事は特に母国語の方が､読者の理解に役立つ｡
企業/生産技術･商品技術(20代)合本化することでﾆｰｽﾞは幅広くなるが､論文投稿数の更なる減少が懸念される｡
官公庁･団体/生産技術･商品技術(60代) 元々｢鉄と鋼｣は､論文誌と会員便りの合冊であった｡その意味で先祖返りなのだが､論文誌を取り巻く情勢が変わってしまった｡ﾌﾟﾛの研究員は国際的評価を受けるために権威の高い海外誌に投稿するようになり､和文誌の意義が相対的に低下したためだ｡この議論は1990年代に我が国の研究評価が米国のImpact Factorによって行われだしたからである｡｢鉄と鋼｣に掲載を競った時代が懐かしい｡ 一方､鉄鋼材料の分野では鉄鋼業のｸﾞﾛｰﾊﾞﾘｽﾞﾑの展開と､ﾊﾞﾌﾞﾙ崩壊での材料研究の低迷ですっかり材料開発が小さくなってしまい､また大学での材料系学科の縮小でこの分野の教育･研究が衰退した｡工学系の学術は基本的に産業に依存するため､産業の置かれた形で推移するものである｡｢鉄と鋼｣という日本鉄鋼協会という産業に基盤を置いた協会が出版する雑誌が現在の産業の状況を反映していると言える｡今後もそう言う基調で推移するものと考える｡日本金属学会も同様の背景があり､統合するしないにかかわらず､産業の展開と運命を共にするだろう｡このため､雑誌の内容や体裁については特記すべき意見はなく､時代の推移と共に展開していけばよい｡
官公庁･団体/企画･経営･行政(50代)英語論文は一部の専門家しか読まないので､和文論文は未来永劫必要である｡また若手研究者･技術者は和文論文執筆で修行を積むのがいい｡そのためにも和文論文は絶対に必要｡
官公庁･団体/教育･研究(40代)現状では和文論文の意味がほとんどない｡英文が得意でない人からの投稿という意味があったがそれも最近では必要なくなってきている｡もちろん一般論文の投稿も良いが､主として長文の解説論文に絞るべき｡
その他/無職(80代以上)どの学会でも学会誌は研究と教育のために是非必要です｡
その他/無職(70代)和文誌は投稿論文数を見ながらどうするか考えると言うことでしたが､どうやらその時が来たようですね｡時代の流れで仕方のない事と受け止めます｡
その他/その他(70代)商品に近い下工程と商品に関係なく論文化し易い上工程の取り扱いを分けるべきではないか｡
その他/生産技術･商品技術(70代)金属学会と鉄鋼協会の協力統合問題はどうなっていますか?その動向によっては再び会誌や会報の統合問題が出てくるのではないか?
その他/その他(60代)現在､(社)日本鉄鋼協会は､韓国鉄鋼業界からの講演会出席者も多く､東ｱｼﾞｱの鉄鋼技術論壇として重きを成している｡この枠組みを崩してはならない｡
無所属/無職(70代)今後は､和文は､解説､総合的説明などに用いられ､ｵﾘｷﾞﾅﾙ論文は､世界で引用される形態での印刷公表になっている｡
無所属/企業研究(70代)日本語は国際的には通用しにくいが,我々日本人にはやっぱりもっともとっつきやすい言語です｡日本語の鉄と鋼はやっぱり存続するべきです｡
無所属/無職(70代)ｱｼﾞｱ地域での指導的役割(=世界での指導的役割)を果たすためには､講演大会発表､投稿論文は､いずれも英文を基本とする方向にしないと､日本語ﾍﾞｰｽの学会は､ｱｼﾞﾔの片田舎での活動となってしまいます｡
無所属/無職(70代)年令が幅広く､ｼﾞｬﾝﾙも広く合本大変ですが元研究者にも配慮いただいて､理解し易くして下さい｡当方も勉強します｡
無所属/無職(70代)これからの学会誌への一つの期待は､他分野との融合触媒機能である｡学際･業際領域の記事開拓への一層の注力を期待する｡汚染されつつある日本文化の保全継承のためにも､和文論文を含め和文記事は重要であり､和英のﾊﾞﾗﾝｽをとるべきである｡
無所属/無職(70代)すでに定年を迎えているので､積局的回答になりませんでしたが､一般会員にとっては､学会誌の種類で多いのは不便です｡また､ｺｽﾄからも少ない方がよいでしょう｡和文論文はむしろｲﾝﾀｰﾈｯﾄで会員番号で入れ､ｺﾋﾟｰできる形の方がよいと思います｡ただし､索引機能を充実すること｡
/(70代)40 年前欧州諸国(旧ｿ連,ﾄﾞｲﾂ,ｲｷﾞﾘｽ,ﾌﾗﾝｽ､ｽｳｪｰﾃﾞﾝなど)を訪問したとき､訪問先の金属･鉄鋼の研究所には｢鐵と鋼｣が図書館の書架にあり､中には,主題､概要,ｷｬﾌﾟｼｮﾝ,結論(英語)を見て翻訳させられた記憶がある｡
教育･研究機関/教育･研究(50代)講演会大会に加筆した程度にﾚﾍﾞﾙを引き下げてはどうか｡新人が投稿するのに良い雑誌となるのでは｡
教育･研究機関/教育･研究(50代)雑誌を読むために学会に入っている人は割合少ないのではないでしょうか｡研究論文は,会員以外にも,Webから読めるようにして,成果を広く公表するほうがした方が良いと思います｡
教育･研究機関/教育･研究(40代)合本化が必要であれば,ふぇらむの内容を英文化し,ISIJと合本化するべきである.すでに国際化した現代では,国内の読者の多くは英文に不自由を感じないと思われる(実際,鉄と鋼に投稿される論文は減少している).世界的再編が加速している鉄鋼業界にあって和文誌に拘泥することはぜず,海外読者の開拓をはかるべきである.2つのｸﾞﾙｰﾌﾟに大別された日本の業界を対象とするのでは,関心も技術も限られているので,学会誌から得られる情報は少なくなってきている.英文化すれば,海外会員が増加するとともに,掲載される記事ならびに内容が充実し,読者にとってのﾒﾘｯﾄは大きい.
教育･研究機関/教育･研究(40代)個人的には欧文誌を指向しますが,和文論文誌の存在意義は無くならないと思います.
教育･研究機関/教育･研究(30代)合本化された場合,購読料はどうなるのか?という点を明確にしていただきたいと思います.
教育･研究機関/教育･研究(30代)私の所属する部署においては,和文論文は英文論文に比べ評価が著しく低いです｡そのため,依頼された場合を除きほとんど英文論文で投稿しています｡引用率も低く,評価も低い和文雑誌は,廃刊もやむをえないのかもしれません｡
企業/企画･経営･行政(60代)論文が減少しているということは､それだけ研究ﾃｰﾏが減少しているということ｡研究ﾃｰﾏは減っているが､応用的な技術､企業人が欲する関連技術ﾃｰﾏは多くあり､企業人はその情報を期待している｡ﾌｪﾗﾑでその分野の充実を図るほうが会員数も増えるのではないか｡そういう雰囲気を学会全体として広めていけば､企業から大学へ期待する研究ﾃｰﾏも出てくるのではないか｡
企業/その他(50代)学会誌､論文誌を購読者に発行の都度送付する必要がありのでしょうか?､本当に論文を読みたい方は手元に届けて欲しいでしょうが､私のような者は､読みたいと思う論文があり､それが必要の都度入手できれば良いので､その手段(例えば論文の要約をﾌｧﾗﾑに紹介し､本当に読みたい時だけ､ISIJの論文誌が鉄鋼協会のﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞからﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞできれば十分です｡*日本規格協会での､JIS規格等の規格購入時のﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ版でOKです｡この様なことを検討してください｡紙の無駄遣いを減らしてください｡最新の文明の機器を活用してください｡
企業/企画･経営･行政(50代)5項でも記述したように､たとえ減少しても論文のもつ機能､論文になるまでの実験､試作等のﾌﾟﾛｾｽは､単に啓蒙的､事務的な内容の｢ふぇらむ｣とは大きく性格を異にしている｡｢鉄と鋼｣を廃刊にするなら､むしろ｢ふぇらむ｣の方をなくした方が良いと思う｡そして､｢鉄と鋼｣を送付してもらいたい｡
企業/企業研究(50代)論文投稿自体が至近では､企業内部からの強い方向性が無いため､投稿数が減少していきている｡重要なのは知財権であり､論文ではないという流れにある｡具体的なｱｸｼｮﾝは難しいが､｢鉄｣で学位取得するためには｢鉄と鋼｣に投稿するのは当然だろう!というようなことを大学の先生方にﾌﾟｯｼｭしていただくのは良いことかと思いますが｡
企業/生産技術･商品技術(50代)日々技術が変化しているにもかかわらず､論文を提出した場合の､審査する人の技術ﾚﾍﾞﾙが世の中についていっていない面もあるように思う｡そのため､論文として認められるべきものも､技術報告扱いとなっているよう､個人的には感じる｡こういったことが投稿数を減らしている要因の一つと感じる｡
企業/企業研究(50代)合本化すると､論文の位置付けが低下することが危惧されるため反対です｡ふぇらむと鉄と鋼を隔月発刊することも一つの手法ではないでしょうか｡
企業/企画･経営･行政(50代)5.に書きました｡英文にすべし｡金属学会と合体してはどうか｡鉄鋼協会は本当のｺｱの部分に特化して活動すべき｡
企業/生産技術･商品技術(50代)｢鉄と鋼｣のような学会誌は日本の鉄鋼研究の形として頻度等を減らしてもきちんと存続させるべきで､解説､講座などの情報誌的意味合いの強い｢ふぇらむ｣とは一線を画すべきであると思います｡
企業/企業研究(50代)中進国の追い上げもあり論文投稿が難しくなっている｡しかし論文提出が少ないとますますﾚﾍﾞﾙ低下が心配である｡
企業/その他(50代)電子化の時代に会員全員に配付する学会誌などいらないのではないでしょうか｡本当に必要だと感じている人にのみ発行すべきではないでしょうか｡
企業/生産技術･商品技術(40代)｢ISIJ Int｣と｢鉄と鋼｣の両方を活性化することは無理ではないか｡良い論文は英語で出すのが必然的な流れであり､｢鉄と鋼｣は発行頻度を減らしていくべきと思う｡
企業/教育･研究(40代)WEB上の論文掲載を正式な論文発表の場とするｱｲﾃﾞｱがよいと思う｡論文の投稿数によらず毎月更新可能であるし､書面での論文誌は年1回1年分をまとめて印刷し希望者だけが購入することとする｡WEB上での公開日を論文掲載日とすれば､知的所有権の効力もｸﾘｱとなるし､会員以外の利用は英文誌同様のﾊﾟｽﾜｰﾄﾞで制限できる｡会員ｻｲﾄﾞからすれば､必要な論文だけを検索して取り出せるため､非常に有り難い｡印刷ｺｽﾄも下がるので､会費も低減できるのではないか?
企業/企画･経営･行政(40代)一般購読者向けの｢ふぇらむ｣は定期､専門的な論文を掲載する｢鉄と鋼｣は投稿論文数が少なくて維持が困難であるのなら､非定期発行化で良いと思います｡合本となると自分野以外の部分は大抵は不要ですので､環境に優しくない状態となります｡もし合本とするのなら､論文の方はﾀｲﾄﾙｻｰﾋﾞｽだけとして協会のｻｰﾊﾞｰ上にて管理し､必要な時に会員IDとﾊﾟｽﾜｰﾄﾞ入力で閲覧できる様にしてはどうでしょうか?
企業/生産技術･商品技術(40代)国際化の中で､和文論文から英文論文へｼﾌﾄを進め､和文は廃止する方向が良いと考えます｡
企業/企画･経営･行政(40代)学会を活性化させることは､他の学会でも重要な課題となっているようですので､鉄鋼協会の学会誌の論文投稿数が減っていることについて､それほど問題視することもないと思います｡鉄以外の分野をどんどん取り込んで､より広い学問分野を対象にしようという考えの方もいらっしゃるでしょうが､従来と異なった分野を扱うには､その方面の学識者が多数参加しないと､査読もまともにできないのではと危惧します｡鉄鋼連盟でも､鉄鋼会社への就職希望者を増やそうと努力しておられますが､鉄鋼協会という他から業界に近いｲﾒｰｼﾞの強い学会は､大学を中心にその分野の研究が活性化することが第一と考えます｡そのような支援を今以上に協会として実施されると､論文投稿も増加するのではないでしょうか｡
企業/企画･経営･行政(40代)あるべき姿として､国内にとどまらず世界で注目される日本発信の鉄鋼系学術誌を目指していただきたい｡
企業/その他(40代)問題のすり替えがあります｡採算があまりにもあわなくなったから､合本を考えているように思えます｡採算があうように､身の丈の合うことを考えて存続することが､｢鉄と鋼｣には必要なのです｡何のための｢鉄と鋼｣でしょうか?
企業/生産技術･商品技術(40代)｢ふぇらむ｣､｢鉄と鋼｣合本は良いと思いますが､定期購読者には有償にて配布する通常会員は､協会ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞでの閲覧可能な形式にし､必要な論文は有償でﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ､又は､資料請求にして､年会費を下げて欲しい必要な時に､必要な文献検索ができるようにﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞを再構成してはどうでしょうか?
企業/企業研究(40代)論文誌は,きちんと論文だけの形態を守って欲しいと考えます｡他分野ですが,論文なのか,単なる情報なのか,まぎらわしい文章が掲載されている会報は,興味を持てません｡
企業/企業研究(40代)一会員として､和文論文の意義､役割が明らかに低下していることを踏まえての議論を希望致します｡
企業/生産技術･商品技術(40代)｢ふぇらむ｣の存在意義がよくわからない｡｢ふぇらむ｣で読むのは､会員へのお知らせ部分のみで､余計な読み物はほとんど読んでいない｡会員へのお知らせをﾒｰﾙﾏｶﾞｼﾞﾝ化するなどして､｢ふぇらむ｣を廃刊すれば､収支も良化するのではないだろうか?
企業/生産技術･商品技術(40代)1.論文誌は電子版(ﾈｯﾄ版)に移行すべき｡(1)費用の節減 電子版(ﾈｯﾄ版)の論文誌であれば投稿数を増やす必要は無く､投稿･査読終了後に領域の分類だけして順次掲載すれば良い｡投稿受付完了､査読進行の状況を公開して査読の遅延を防ぐとともに､編集作業のための締切り管理も省略できる｡(2)利便性の向上 ﾈｯﾄで公開されている論文誌を便利に使っているが､ｷｰﾜｰﾄﾞ検索である点が不自由と感じる｡電子版で公開して全文検索が可能となれば､著者が意図しない部分であっても貴重な研究資料/技術資料である可能性があり､引用数の向上が期待できる｡2.学会誌(会報誌)も電子版(ﾈｯﾄ版)にして会告のみにすべき｡ 手弁当の会報委員の労力(ただし､自ら編集･執筆することは稀)､購入記事/ｶﾗｰ記事にかかる費用､印刷費､送料を削減すれば､日本の鉄鋼技術の未来を支えるであろう素晴らしい研究･技術開発を助成/支援するなど､個人/企業会員の浄財を他にもっともっと意義ある使用方法に充てられる｡
企業/教育･研究(40代)隔月発刊としてでも論文誌としての権威(価値)を維持するべき｡
企業/企画･経営･行政(40代)鉄と鋼を分離化して学会誌としての地位はどう変化したのか?さしたる変化がなかったのか?提案に至る背景説明をもう少し詳しくしていただきたい
企業/企業研究(40代)合本となった場合､企業の資料室の保管場所は｢鉄と鋼｣側の延長として並ぶような感覚をもつ｡ふぇらむと両方の番号標記は煩雑なのではないか｡
企業/企業研究(40代)ISIJほど､国際影響度は低いものの､和文誌はやはり必要です｡日本語のｼﾞｬｰﾅﾙも､欧州では訳されて対応されることがあります｡我々の成果は､国際的に注目されています｡よって､存続は絶対必要です｡継続の仕方としては､色々あると思います｡金属学会誌との合本とかでも良いですし､ISIJとの合本でもよいと思います｡続けて下さい｡ただ､宣伝いっぱいのふぇらむと合作は止めて欲しいです｡解説記事や宣伝いっぱいの雑誌の中に書かれた内容は､学術的意義を含んでいても､下に見られます｡よって､ふぇらむとの合作は論外です｡
企業/企業研究(30代)伝統ある｢鉄と鋼｣がこのような状況に陥り,寂しさを覚える｡
企業/企業研究(30代)ISIJで発表された英語論文をｵﾘｼﾞﾅﾘﾃｨに拘らず和文にして掲載する､という形態をとっても良いのではないでしょうか｡大学の研究者にとっては英文で情報発信することが最優先である以上､和文の｢鉄と鋼｣に投稿するというﾄﾞﾗｲﾋﾞﾝｸﾞﾌｫｰｽは沸かないと思います｡これが投稿数減の一要因と考えます｡
官公庁･団体/企画･経営･行政(60代)論文誌については､まず｢Impact Factor をどう評価するか｣を議論すべきである｡1.｢IFは無視｣の場合は､和文誌の発行を継続する｡2.｢IFを考慮｣の場合は､和文誌の発行を止めて､英文誌のみとする｡私見では､｢評価｣の際にIFは無視不可となっており､英文誌のみの発行にすべきと考える｡｢ふぇらむ｣は会員数の保持に大変重要であり､様々な｢解説｣等の記事の充実を希望する｡ 
官公庁･団体/企画･経営･行政(60代)ﾘｽﾄﾗ80の議論も踏まえ､和文･英文論文誌のﾚﾍﾞﾙｱｯﾌﾟにさらに努力すべし｡我が国鉄鋼業の技術開発の重要性､教育効果等を勘案すると､和文誌の現在の購読者数は継続発行に十分値する数と思料する｡
無所属/無職(70代)論文誌の一本化即品格を落すことにつながる､との意見が､反対の主な理由であったが｡論文の利用者にとってはこの方がはるかに良いし､協会の経営にとっても良いと思われる｡
無所属/無職(60代)情報化の時代､従来の方式は見直さなければなりません｡中途半端な方法は解決になりません｡しかし､学術･技術論文は従来より少なくなってもしっかりと発刊しなければ学会の存在意義が小さくなります｡学会概要集なども中途半端でないか再検討してください｡わが国の技術水準が高ければ和文論文にも価値があると思います｡
教育･研究機関/教育･研究(50代)現在｢ふぇらむ｣と｢鉄と鋼｣を共に定期購読いたしておりますが､年間購読料は｢ふぇらむ｣購読代金のみでよろしいのでしょうか｡
教育･研究機関/教育･研究(40代)投稿数の減少から現状の形態を維持できないことを前提として､合本が一つの方策と思います｡一方､｢ふぇらむ｣と｢鉄と鋼｣の性格は違い､合本化のﾒﾘｯﾄが見えにくい面もあります｡今後､議論の末､他学会との共同出版として継続(名称などが継承されない場合も含めて)､廃刊などの結論がでても支持いたします｡
企業/その他(60代)我々現役ではない者からみるとﾌｴﾗﾑは非常に面白く見させていただいている｡論文が増えることは刺激にもなるが重い感じもする｡
企業/生産技術･商品技術(40代)社内技報や他社技報､あるいは塑性と加工などで､丸ごと保管しておくものは､特集号です｡特に担当する分野についてのものは何年も前のものも捨てずの取ってあり､技術の変遷を追えます｡論文集も定期的に分野特集号を組んでください｡
企業/生産技術･商品技術(40代)個人的な意見です｡最先端技術の論文だけでなく､鉄鋼社員新人･若手向けを対象とした標準的な技術をまとめてもらえると､教材として利用できるので利用価値のある図書になります｡
企業/生産技術･商品技術(40代)協会参加への会費負担は…弊社では個人負担です｡したがっていずれの場合にも個人負担が軽くなる方向でご検討ください｡
企業/生産技術･商品技術(40代)記事内容をもっと拡げてみてはいかがでしょうか? 最近の鉄鋼業における国際情勢(経済的側面を含む)の解説記事や海外の鉄鋼ﾒｰｶｰ,技術,論文紹介などについて興味があります｡また製造工程が似ている業界(非鉄金属,製紙,ｶﾞﾗｽなど)やﾕｰｻﾞｰ業界(自動車,電機,建材など),さらには上工程である鉱業業界(鉄鉱石)および原料非鉄業界(原料炭,亜鉛,ﾆｯｹﾙ等)について紹介記事を読んでみたいと考えます｡このような内容は学会の本筋ではないかと思いますが新たな展開へのﾋﾝﾄになる貴重な情報になると考えます｡
企業/企業研究(40代)上述と重なるが､学術的なものも必要であるが､それは減ってもかまわないので､鉄鋼ﾕｰｻﾞｰでの技術的あるいはﾉｳﾊｳ的な記事を募集してはどうか?ﾕｰｻﾞｰが読んで価値ある学会誌であれば､おのずと投稿が増えるのではないだろうか?
企業/生産技術･商品技術(40代)｢ふぇらむ｣については､隔月発行(年6回程度)が良いと思う｡理由①紙の省資源､②隔月の方が1回当りの内容を充実できる｡
企業/企画･経営･行政(30代)合本化によって会費が上がるような事態は避けてください｡
企業/生産技術･商品技術(30代)あまり読んだことがないのでよくわかりません
企業/企業研究(30代)鉄鋼業界における､日本の技術ﾚﾍﾞﾙを高める意味では､学会誌における最新技術の和文論文は必要だと考える｡
企業/企業研究(30代)活発な情報交換の場､ｱﾋﾟｰﾙの場とでき､また既存情報に対する情報の共有化ができるようになると嬉しいです｡
企業/企業研究(20代)｢ふぇらむ｣と｢鉄と鋼｣の差異､位置付けがよくわからないので､合本化がどういう意味を持つのかわかりません｡
官公庁･団体/教育･研究(60代)英語が科学･技術分野における世界共通語となっている事実を否定するつもりはないが､国の将来を考えると自国語による技術論文が無くなることにも抵抗がある｡｢ではどうすればよいか?｣との質問に的確な答えを提供できないのが残念だが｡
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全体として賛成多数である。（約84%)

年代別では、70代に反対割合が高く、30代,20代では逆に割合低い。�

所属別では、教育研究機関＆企業の反対割合は10%前後(企業がやや低い）

官公庁、その他、無所属は高い。
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		合本化アンケート結果 ガッポンカケッカ				アンケート期間　2006.11.1～12.22 キカン						有効回答数　773件 ユウコウカイトウスウケン

				賛成 サンセイ		反対 ハンタイ		わからない		total		賛成 サンセイ		反対 ハンタイ		わからない

		全体 ゼンタイ		648		77		48		773		83.8%		10.0%		6.2%

		内訳 ウチワケ

		年代別 ネンダイベツ

				賛成 サンセイ		反対 ハンタイ		わからない		total		賛成 サンセイ		反対 ハンタイ		わからない

		80以上 イジョウ		2		0		0		2		100.0%		0.0%		0.0%

		70代 ダイ		16		4		1		21		76.2%		19.0%		4.8%

		60代 ダイ		56		6		2		64		87.5%		9.4%		3.1%

		50代 ダイ		165		22		6		193		85.5%		11.4%		3.1%

		40代 ダイ		225		32		24		281		80.1%		11.4%		8.5%

		30代 ダイ		151		11		13		175		86.3%		6.3%		7.4%

		20代 ダイ		32		2		2		36		88.9%		5.6%		5.6%

		不明 フメイ		1		0		0		1		100.0%		0.0%		0.0%

		所属別 ショゾクベツ

				賛成 サンセイ		反対 ハンタイ		わからない		total		賛成 サンセイ		反対 ハンタイ		わからない

		教育･研究機関 キョウイクケンキュウキカン		91		12		7		110		82.7%		10.9%		6.4%

		企業 キギョウ		514		54		40		608		84.5%		8.9%		6.6%

		官公庁・団体		20		4		1		25		80.0%		16.0%		4.0%

		その他 タ		10		3		0		13		76.9%		23.1%		0.0%

		無所属 ムショゾク		8		5		4		17		47.1%		29.4%		23.5%

		コメント		全体として賛成多数である。（約84%) ゼンタイサンセイタスウヤク

				年代別では、70代に反対割合が高く、30代,20代では逆に割合低い。 ネンダイベツダイハンタイワリアイタカダイダイギャクワリアイヒク

				所属別では、教育研究機関＆企業の反対割合は10%前後(企業がやや低い） ショゾクベツキョウイクケンキュウキカンキギョウハンタイワリアイゼンゴキギョウヒク

						官公庁、その他、無所属は高い。
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